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学
ぶ
べ
き
先
人

「
小
林
栄
」
先
生
の
こ
と

会
津
高
校
同
窓
会 

会
長

新　

城　

猪
之
吉

（
高
21
回
）

　

平
成
30
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
発
表

に
な
っ
た
。
福
島
県
な
ら
び
に
会
津
の
成
績
は
大
変

厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

各
方
面
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
日
新
館
の

流
れ
を
く
む
会
津
の
子
供
達
の
教
育
が
こ
れ
で
良
い

わ
け
が
な
い
。
会
津
の
教
育
界
の
腐
心
と
一
層
の
努

力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
ど
う
せ
な
ら
日
本
一
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。
日
本
酒
も
30
年
前
は
最
低
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

と
、
各
蔵
の
努
力
で
日
本
一
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
や
れ
ば
で
き
る
！

　

こ
こ
で
我
が
会
津
の
誇
る
偉
人
、
野
口
英
世
を
育

て
た
小
林
栄
先
生
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　

先
生
は
１
８
６
０
年
、
猪
苗
代
に
生
ま
れ
、
福
島

師
範
学
校
を
卒
業
後
、猪
苗
代
小
学
校
に
勤
務
し
た
。

先
生
が
29
歳
の
時
、
13
歳
の
英
世
と
出
会
っ
た
。
そ

の
後
彼
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
高
等
小
学
校
へ
の
進

学
を
す
す
め
、
親
代
わ
り
と
な
っ
て
育
て
た
。
そ
の

先
生
の
熱
意
が
あ
っ
て
、
英
世
は
医
者
に
な
る
べ
く

勉
学
に
励
み
20
歳
で
医
者
に
な
っ
た
。
会
津
若
松
で

の
勉
強
中
に
会
津
中
学
一
期
生
の
写
真
の
中
に
英
世

が
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

小
林
栄
先
生
は
35
年
間
の
教
員
を
辞
め
た
後
、
猪

苗
代
日
新
館
を
創
設
し
猪
苗
代
近
辺
の
子
供
達
の
教

育
活
動
に
い
そ
し
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
そ
の
学
校
は

現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、
全
て
の
基
本
は
人
材
育
成

だ
と
し
た
先
生
の
生
涯
は
偉
い
。
そ
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
地
方
産
業
振
興
を
目
指
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
猪
苗
代
版

と
し
て
「
地
方
村
是
の
歌
」
と
い
う
も
の
を
残
し
た
。

　

１　

風
光
明
媚
で
肥
沃
な
大
地
で
あ
る
こ
の
地
を

よ
く
耕
し
て
実
り
豊
か
な
場
所
と
し
て
独
立
自

営
し
な
さ
い
。

　

２　

農
蚕
の
道
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、
果
樹
栽

培
も
す
す
め
、
村
の
名
を
揚
げ
て
独
立
自
営
し

な
さ
い
。

　

３　

勤
勉
貯
蓄
を
し
て
朝
夕
家
業
を
怠
ら
ず
独
立

自
営
し
な
さ
い
。

　

４　

色
々
と
困
難
な
こ
と
も
起
き
る
。
そ
の
時
は

組
合
を
作
り
お
互
い
に
助
け
合
い
独
立
自
営
し

な
さ
い
。

　

５　

人
材
育
成
の
た
め
の
学
校
等
つ
く
る
為
に
貯

金
植
林
等
を
し
て
基
金
作
り
を
し
、
独
立
自
営

し
な
さ
い
。

　

６　

山
に
は
植
林
を
し
、
す
べ
て
地
を
耕
し
、
文

明
の
利
器
等
を
使
い
、
楽
し
く
農
業
し
て
独
立

自
営
し
な
さ
い
。

　

７　

村
の
進
歩
の
た
め
に
青
年
会
や
品
評
会
等
を

行
い
、
老
幼
男
女
分
け
隔
て
な
く
勉
強
し
合
い

独
立
自
営
し
な
さ
い
。

　

８　

先
祖
を
敬
い
家
族
仲
良
く
、
幸
多
い
村
と
な

る
よ
う
独
立
自
営
し
な
さ
い
。

　
（「
小
林
栄
」
書
中
の
〝
地
方
村
是
の
歌
〟
を
要
約
）

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
行
政
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も

伺
え
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
先
生
だ
っ
た
か
ら
偉
人

野
口
英
世
が
育
っ
た
の
だ
ろ
う
。
会
津
に
は
、
ま
だ

ま
だ
学
ぶ
べ
き
先
人
が
い
る
。
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会
報
48
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
回
も
同
窓
生
各
位
の
活
動
状
況
を
中
心
に
現

在
の
学
校
の
様
子
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
先
日
学
而
会
出
版
委
員
会
か
ら

依
頼
さ
れ
て
高
校
時
代
の
思
い
出
を
話
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
昭
和
33
年
か
ら
36
年
ま
で
の
三

年
間
、
我
々
が
会
津
高
校
で
過
ご
し
た
日
々
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
今
の
自
分
の
考

え
方
や
行
動
や
趣
味
が
高
校
時
代
に
起
因
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
考
え
て
み
ま
す

と
、
多
感
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
多
く
の
同
窓

生
に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
同

窓
会
に
集
い
、
自
己
確
認
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
な
ど
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
我
々
の
「
根
っ
こ
」
に
も
当
て
は
ま

る
在
校
生
や
現
職
の
方
々
か
ら
、
現
在
の
会
津
高

校
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
七
年
連
続
金
賞
の
合
唱
部
を
は
じ
め

と
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
学
而
出
版
委

員
会
や
ア
メ
リ
カ
研
修
を
し
て
き
た
齋
藤
さ
ん
の

報
告
な
ど
、
躍
動
し
て
い
る
在
校
生
の
姿
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
過
ぎ
去
っ
て
か
ら
気
付
く

こ
と
の
多
い
人
生
で
す
が
、在
校
生
諸
君
も
将
来
、

「
あ
の
高
校
時
代
が
良
か
っ
た
。」
と
言
え
る
よ
う

な
日
々
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

貴
重
な
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
同
窓

生
は
勿
論
、
広
告
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

企
業
に
も
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員
長

　

佐　

藤　

紘　

一
（
高
13
回
）

編　

集　

後　

記
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一
昨
年
４
月
以
来
、
校
長
と
し
て
母
校
で
の
勤
務
３
年
目
と
な

り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
母
校
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
新
年
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、
恒
例
応
援
歌
練
習
、
OB
に

よ
る
剣
舞
委
員
会
へ
の
指
導
を
経
て
、
４
月
24
日
に
は
飯
盛
山
白

虎
隊
士
墓
前
で
の
剣
舞
奉
納
、
27
日
に
は
中
田
浜
の
強
歩
大
会
が

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
通
り
、
伝
統
の
行
事
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
２
年
後
に

迫
っ
た
１
３
０
周
年
に
向
か
っ
て
新
し
い
会
津
高
校
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
進
路
の
状
況
で
す
が
、
こ
の
春
の
卒
業
生
は
、
国
公
立

大
学
に
現
役
97
名
の
合
格
、
東
京
大
学
の
合
格
は
現
役
１
名
に
止

ま
り
ま
し
た
が
、
県
立
医
大
は
現
役
５
名
（
浪
人
１
名
）
の
合
格

を
果
た
し
、
そ
の
中
に
応
援
団
長
、
生
徒
会
長
が
含
ま
れ
て
お
り
、

新
聞
紙
上
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
女
子
大
へ
の
本
校

初
の
合
格
、
新
潟
大
17
名
、
会
津
大
８
名
は
そ
れ
ぞ
れ
県
内
ト
ッ

プ
で
あ
り
ま
す
。
学
習
と
部
活
動
と
の
両
立
を
果
た
し
、
文
武
両

道
を
実
現
し
た
生
徒
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。（
東
北
大
・
バ

レ
ー
、
筑
波
大
・
野
球
、
大
阪
大
・
バ
ス
ケ
等
々
）
さ
ら
な
る
国

公
立
大
学
合
格
者
の
増
加（
３
桁
の
維
持
）、私
立
大
学
の
底
上
げ
、

そ
し
て
、
特
に
本
校
に
求
め
ら
れ
る
難
関
大
学
へ
の
合
格
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
合
唱
部
が
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
７
年
連
続
11
回
目
の
金
賞
、
第
２
位
相
当
の

大
阪
府
知
事
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
競
技
部
、
端
艇

部
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
し
ま
し
た
。（
端
艇

部
は
全
国
選
抜
に
も
出
場
し
５
位
入
賞
）、
他
に
野
球
部
が
夏
の

県
大
会
で
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
、
３
年
生
を
中
心
に
貴
重
な
青
春

の
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
も
端
艇
部
、
な
ぎ
な
た
部
、
陸
上
部
が
、
全
国

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の

部
活
動
に
お
い
て
も
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
文

武
両
道
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
復
興
と
未
来
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
」
は
、
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
活
か
し
、
東
北

大
学
研
修
（
１
年
生
全
員
）、
論
文
研
修
、
そ
し
て
、
県
の
補
助

等
も
活
用
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
研
修
、
沖
縄
研
修
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

最
後
に
昨
年
と
同
じ
話
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
生
徒
の
活
躍

に
伴
い
、
生
徒
の
派
遣
経
費
が
増
大
し
、
生
徒
会
活
動
後
援
会
の

積
立
残
高
が
心
細
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
も
ク

ラ
ス
減
が
進
行
す
る
中
、
生
徒
へ
の
補
助
率
の
削
減
等
、
自
助
努

力
を
い
た
し
ま
す
が
、
同
窓
会
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
は
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
生
き

生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
、
同
窓
会
の
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
母
校
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
山
内　
正
之
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
33
年
生
れ　

高
29
回
卒
。

勤
務
地
◦
県
立
聾
学
校
◦
田
村
高
校
◦
安
積
高
校
◦
福
島
女

子
高
校
（
橘
高
校
）
◦
県
教
育
庁
指
導
主
事
◦
会
津
学
鳳
高

校
教
頭
◦
白
河
旭
高
校
教
頭
◦
県
教
育
庁
企
画
主
幹
◦
会
津

学
鳳
中
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窓
生
寄
稿

　
「
蜂
・
わ
が
人
生
九
十
一
年
～
」　　
　
　
　
13

　

畑
敬
之
助
・
洋
子
ご
夫
妻
出
版
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹　
忠
信
（
高
11
回
）
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29
年
度
同
窓
会
総
会
は
９
月
10
日
（
日
）
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
250
余
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
総
会
に
先
立
っ
て
、
10
時
30
分
よ
り
母
校
「
や
す
ら
ぎ
の
碑
」

前
に
て
、
こ
の
１
年
間
の
物
故
恩
師・会
員
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、

恒
例
〝
献
花
式
〟
が
30
余
名
の
参
列
の
も
と
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
12
時
30
分
開
会
。
黙
祷
、
校
歌
斉
唱
、
会
長
挨
拶
の
後
、

母
校
校
長
（
山
内
様
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
佐
藤
様
）・
会
津
若
松
市

長
（
室
井
様
）
の
ご
祝
辞
が
続
き
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
長
は
高
32
回
が
当
番
で
福
西
正
樹
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

先
ず
、
28
年
度
会
務
報
告
・
決
算
会
計
報
告
・
監
査
報
告
が
承

認
さ
れ
た
。（
別
掲
）

　

次
に
、役
員
改
選
で
は
、事
務
局
案
が
提
示
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

現
役
員
は
全
員
残
留
継
続
の
熱
意
を
示
し
、
新
役
員
と
し
て
、
副

幹
事
長
に
久
力
奏
音
氏
（
高
61
回
）
星
宏
氏
（
高
36
回
）
小
沼
俊

之
氏
（
高
38
回
）
の
３
氏
が
加
わ
っ
た
。
男
女
共
学
制
が
導
入
さ

れ
て
、既
に
15
年
が
経
ち
、女
性
役
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
29
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
が
提
案
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、「
協
賛
金
」
の
現
状
説
明

と
、
そ
の
協
力
呼
び
か
け
が
あ
り
最
後
に
「
学
而
さ
く
ら
会
」
よ

り
同
窓
会
へ
金
一
封
の
贈
呈
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
議
事
終
了
と

な
っ
た
。

　

記
念
講
演
会
は
13
時
30
分
よ
り
「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
で
の

災
害
医
療
」
～
手
探
り
で
の
気
仙
沼
市
立
病
院
の
対
応
～
と
題
し

て
、
横
田
憲
一
氏
（
高
28
回
）
が
、
現
地
で
の
生
々
し
い
災
害
現

場
の
映
像
を
写
し
な
が
ら
、
ご
自
身
の
医
療
対
応
の
体
験
等
を
語

ら
れ
た
。

　

懇
親
会
は
会
場
を
移
し
て
15
時
よ
り
行
わ
れ
た
。
先
ず
、
来
賓

を
代
表
し
て
、
在
京
同
窓
会
長
大
越
康
弘
氏
（
高
13
回
）
の
ご
祝

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

辞
、
北
海
道
同
窓
会
長
原
健
蔵
氏
（
高
８
回
）
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
で
、
祝
宴
と
な
っ
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
東
京
農
大
応
援
団
長
を

勤
め
た
大
学
４
年
小
平
達
也
君
（
高
64
回
）
の
エ
ー
ル
披
露
が
あ

り
、木
村
豊
氏
（
高
27
回
）
の
指
揮
で
凱
旋
歌
、永
田
幸
芳
氏
（
高

13
回
）
の
三
三
七
拍
子
乾
杯
の
拍
手
で
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
副

会
長
須
田
敬
氏
（
高
12
回
）
の
中
締
め
に
よ
り
、
来
年
の
再
会
を

祈
念
し
て
全
て
の
終
了
と
な
っ
た
。

横田憲一氏 総会受付風景

大学４年、小平達也君（高66回）のエール

平
成
30
年
進
路
一
覧	

18

部
活
動
の
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19

部
活
動
成
績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
20

私
の
ア
メ
リ
カ
研
修　
２
年
３
組　
齋
藤
晃
萌　
　
　
　
　
22

平
成
30
年
度
・
学
校
職
員
人
事
異
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
23

「
学
而
出
版
委
員
会
」
報
告　
山
田
優
芽　
　
　
　
　

	　
　
23

お
祝
い
・
お
く
や
み	

30

会
報
編
集
委
員
・
編
集
後
記	

32

平
成
30
年
度
協
賛
金
納
入
者
名　
27
・
28
・
29

　
同
窓
生
寄
稿

　
「
会
津
若
松
市
立
美
術
館
の
建
設
を
望
む
」	

29

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
朝
亭
（
本
名
丈
治
）（
高
17
回
）

　
同
窓
生
寄
稿

　
「
裏
山
へ
の
誘
い
」	

31

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林　
敬
宰
（
高
27
回
）

○
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
・
ゴ
ル
フ
成
績
表	

24

○
囲
碁
大
会　
　
　
　
・
囲
碁
成
績
表	

25

○
将
棋
大
会　
　
　
　
・
協
賛
企
業
一
覧	

26

同
窓
会
「
会
長
杯
」

母
校
は
今
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1. 平成29年度総会 6．「会長杯」ゴルフ・囲碁・将棋大会
    日　時　平成28年9月10日（日）     開催日　平成30年5月5日（土）
    午後12時30分～午後17時     第9回ゴルフ大会   178名参加　「会津磐梯CC」
    場　所　会津若松ワシントンホテル     第8回囲碁大会　　  25名参加　「ﾙﾈｯｻﾝｽ中の島」
    出席者　255名     第6回将棋大会　　   9名参加　「ﾙﾈｯｻﾝｽ中の島」
    記念講演　横田憲一氏（高校28回） 7．激励金贈呈（全国大会出場クラブ）
    演題「3.11東日本大震災での災害医療」     端艇部　　　       　 9万円 (出場者　6名）
2. 物故会員追悼慰霊祭     陸上部　　　       13,5万円（出場者　9名）
    日　時　平成28年9月10日（日）午前10時30分 　　社会弁論部　       　15万円（出場者 15名）
    場　所　母校前庭「やすらぎの碑」前 　　水泳部　　　       　 1万円（出場者　1名）
    物故会員　　　恩師1名　会員66名     合唱部　　　        100万円 (出場者 77名）
3. 支部・地区総会 8． 学校行事出席
　　会高県職員親睦会総会　平成29年 7月 3日（月）     第70回卒業式　　　　　平成30年 3月 1日（木）
    南会津支部総会　　　　平成29年 7月 5日（木）     母校離任者送別会　　  平成30年 3月26日（月）
    会津坂下支部総会　　　平成29年 7月14日（金）     平成29年度入学式　　　平成30年 4月 9日（月）
    河東支部総会　　　　  平成29年 7月22日（金）     母校着任者歓迎会　　  平成30年 4月27日（金）
    市役所職員同窓会総会  平成29年11月 2日（木）     中田浜強歩大会応援　  平成30年 4月27日（金）
    塩川支部総会　　　　  平成29年11月 4日（土） 9．各種団体行事出席
    下郷支部総会　　　　  平成29年11月11日（土）     戊辰殉難者秋季祭　　　平成29年10月23日（土）
    猪苗代支部総会　　　  平成29年11月23日（木）     白虎隊士秋季墓前祭　　平成29年10月24日（日）
    湯川支部総会　　　　  平成29年11月25日（土）     戊辰殉難者春季祭　　　平成30年 4月23日（月）
    会津美里支部総会　　  平成30年 5月12日（土）     白虎隊士春季墓前祭　　平成30年 4月24日（火）
    関西同窓会総会　　　  平成29年11月 4日（土） 10．定例幹事会
    在京同窓会総会　　　  平成30年 4月15日（日）     第1回定例幹事会　　　 平成30年 5月26日（土）
    北海道同窓会総会　　  平成30年 5月19日（土）     第2回定例幹事会　　　 平成30年 8月 4日（土）
    中部地区同窓会総会　  平成30年 6月 9日（土） 11．各委員会
4. 会報発行     会報委員会　　　　    随時開催
    第47号同窓会報     名簿委員会　　　 　   随時開催
    発行部数6,400部 　　ＨＰ委員会　　　　　　随時開催
5. ホームページ開設 12．会計監査　　　　　　平成30年 7月17日（火）

13．役員会　　　　　　　 随時開催

 平成30年  平成31年
   7月 3日（火）  南会津支部総会 　  2月中旬　　　 　130周年実行委員会設立準備会

   7月 6日（金）  会高県職員親睦会総会    3月 1日（金）　第70回卒業式
   7月17日（火）　会計監査    3月下旬　　　　母校離任者送別会
   7月22日（日）  河東支部総会    4月 8日 (月）　平成31年度入学式
   7月23日（月）　激励金贈呈（端艇、陸上、なぎなた)   4月14日（日）　在京同窓会総会
   7月25日（水）  会津坂下支部総会    4月23日（火）　戊辰殉難者春季祭典
   8月 4日（土）  第2回定例幹事会    4月24日（水）　白虎隊士春季墓前祭
　 8月17日（金）　会報委員会    4月下旬　　　　会津高田支部総会
   9月 9日（日）  平成30年度総会    4月26日（金）　中田浜強歩大会応援
   　〃　　　　　 物故会員追悼慰霊祭    4月26日（金）  母校着任者歓迎会
 　  〃　　　　　 第48号同窓会報発行    5月 5日（日）「会長杯」ゴルフ・囲碁・将棋大会

   9月23日（日）  戊辰殉難者秋季祭典    5月中旬　　　　第1回定例幹事
   9月24日（月）  白虎隊士秋季墓前祭    5月下旬　　　　北海道同窓会総会
　10月中旬　　　　市役所職員同窓会総会    6月中旬　　　　中部地区同窓会総会
  10月下旬　　　  下郷支部総会    7月下旬　　　　会計監査
  11月上旬　　　  塩川支部総会    8月中旬　　　　第2回定例幹事会
  11月上旬　　　  関西同窓会総会    9月 8日（日）　平成31年度総会
  11月中旬　　　  湯川支部総会 　   〃　　　　　 物故会員追悼慰霊祭
  11月下旬　　　  猪苗代支部総会 　   〃　　　　　 第49号同窓会報発行

　　※　役員会並びに各委員会随時開催

平成29年度事業報告

平成30年度事業計画(案）
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今
年
は
戊
辰
戦
争
一
五
〇
周
年
に
当

た
る
。
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
会
津
藩
は

敗
れ
、
そ
の
後
は
辛
酸
を
舐
め
、
困
難

を
極
め
た
。
そ
し
て
時
期
を
経
て
そ
れ

を
振
り
返
り
、
会
津
は
大
義
を
貫
い
た

が
、
朝
敵
の
汚
名
を
雪
が
れ
悲
劇
を
招
い
た
と
多
方
面
か
ら
同
情

を
受
け
て
い
る
。
今
一
五
〇
周
年
を
迎
え
、
同
情
を
抱
か
れ
る
だ

け
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

戊
辰
戦
争
で
会
津
は
国
を
失
い
、
戦
い
で
幾
多
の
武
士
が
死
に
、

家
族
等
も
大
勢
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
戦
後
は
不
毛
の
地
斗
南
に

追
い
や
ら
れ
て
塗
炭
の
苦
し
み
を
受
け
た
。
こ
の
戦
い
に
敗
れ
、
犠

牲
を
払
い
、
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
薩
摩
・
長
州

の
せ
い
で
あ
り
、
許
せ
な
い
と
い
う
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

幕
末
の
歴
史
を
眺
め
る
と
、
当
時
列
強
は
中
国
に
進
出
し
て
ア

ヘ
ン
戦
争
で
清
の
領
土
を
占
領
し
て
植
民
地
政
策
を
強
要
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
黒
船
の
来
航
、
通
商
条
約
の
強

要
へ
と
推
移
し
、
武
力
を
背
景
に
開
国
を
求
め
る
列
強
に
対
し
、

国
を
守
る
対
応
策
を
ど
う
す
る
か
、
未
曽
有
の
国
難
の
中
で
、
天

皇
か
ら
国
の
施
政
権
を
委
任
さ
れ
て
い
る
譜
代
大
名
中
心
の
徳
川

幕
府
は
そ
の
責
め
を
本
当
に
果
た
せ
る
の
か
と
い
う
危
機
感
が
指

導
層
の
中
で
強
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
の
中
で
会
津
藩
は
、
先
ず
老
獪
な
幕
閣
達
か
ら
主
君
へ
の
忠

義
の
遺
訓
の
下
に
京
都
守
護
職
を
押
し
付
け
ら
れ
、
禁
門
の
変
後

は
嘗
て
の
同
盟
薩
摩
藩
に
裏
切
ら
れ
、
幕
府
軍
に
よ
る
二
次
長
州

征
伐
に
お
い
て
は
江
戸
幕
臣
か
ら
疎
ま
れ
、
孝
明
天
皇
の
信
任
厚

か
っ
た
も
の
の
次
の
天
皇
に
受
け
継
が
れ
ず
、
最
後
は
統
率
力
な

く
ひ
ら
め
き
型
で
変
り
身
の
早
い
英
君
徳
川
慶
喜
か
ら
も
離
反
さ

れ
、
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
戊
辰
戦
争
で
は
奥
羽
越

列
藩
同
盟
で
団
結
し
た
か
に
見
え
た
が
、
結
局
諸
藩
が
抜
け
落
ち

会
津
藩
は
孤
立
し
て
最
後
を
迎
え
た
。
戊
辰
革
命
戦
争
と
も
言
う

べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
会
津
に
と
っ
て
ま
さ
に
歴
史
上
の
悲
劇
の
よ
う
に
見
え

る
の
だ
が
、
こ
れ
は
何
に
寄
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
む
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
会
津
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
、
悲
運

を
避
け
る
た
め
歴
史
の
過
程
の
中
で
何
か
を
成
す
こ
と
は
な
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考

え
、
歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
会
津
の
発
展
に
生
か
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

在
京
同
窓
会

「
活
動
状
況
」　
幹
事
長  

山
寺　

清
蔵（
高
17
回
）

　
「
戊
辰
一
五
〇
周
年
に
思
う
」

　
会
長　
大 

越　

康 

弘
（
高
13
回
）

••••••• 四 地 区 か ら •••••••

会津歴史探訪　旧滝沢本陣にて

【
総
会
】

　

毎
年
４
月
の
第
３
日
曜
日
に
、上
野
精
養
軒
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
61
回
卒
の
女
性
を
副
幹
事
長
に
補
充
選
出
し
て
世
代
交
流

会
や
学
生
・
若
手
社
会
人
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
、
若
手
や
女

性
会
員
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
懇
親
会
は
地
元
会
津
の
条

例
に
も
と
づ
き
日
本
酒
で
乾
杯
、
宴
も
た
け
な
わ
と
な
る
と
会
場

内
の
あ
ち
こ
ち
で
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

【
会
津
学
生
・
若
手
社
会
人
セ
ミ
ナ
ー
】

　

５
月
19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
首
都
圏
の
大
学
に
進
ん
だ
学
生

や
若
手
社
会
人
の
就
活
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
て
よ
う
と
立
ち

上
げ
て
今
年
で
２
回
目
で
す
。
会
津
学
生
寮
の
寮
生
に
同
期
生
を

誘
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
学
生
達
へ
の
案
内
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
員
の
お
子
様
方
で
首
都
圏
在
住
の
方
々
に
、
在
京
同
窓
会

で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
と
有

り
難
い
で
す
。
事
務
局
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
案
内
状
を
送
り

ま
す
。

【
会
津
歴
史
探
訪
の
旅
】

　

14
回
目
の
今
年
は
藩
祖
正
之
公
の

表
舞
台
第
一
歩
の
地
と
な
っ
た
山
形

と
会
津
や
二
本
松
の
戊
辰
戦
争
戦
跡

を
訪
ね
ま
し
た
。

【
文
化
講
演
会
】
７
月
４
日
、
渡
部

恒
雄
氏
（
高
34
回
、
笹
川
平
和
財
団

上
席
研
究
員
）
に
「
日
本
の
外
交
、

安
全
保
障
戦
略
を
考
え
る
」
と
題
し

て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
催
し
物
】（
開
催
予
定
順
）

　

親
睦
囲
碁
大
会
、
芋
煮
会
、
歩
こ

う
会
、
川
島
杯
ゴ
ル
フ
大
会
、
新
春

麻
雀
大
会
、
世
代
交
流
会
な
ど

学生会員の校歌応援歌
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「
故
郷
会
津
を
教
育
・
人
材
育
成
の
拠
点
へ
」

　
会
長　
管 

家　

大だ
い 

幸こ
う

（
高
14
回
）

　

戊
辰
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
地
元
会

津
の
皆
様
の
取
り
組
み
を
目
に
し
て
、

改
め
て
こ
の
１
５
０
年
の
歴
史
に
思
い

を
馳
せ
て
い
る
処
で
す
。そ
う
し
た
中
、

今
春
の
母
校
の
大
学
進
学
も
健
闘
し
た

と
の
報
告
を
耳
に
し
ま
し
た
。
中
で
も

在
学
中
に
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
活
躍
し
た
学
生
た
ち

が
進
学
で
も
大
健
闘
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
文
武

不
岐
」
の
校
風
が
生
き
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
を

踏
ま
え
て
、
会
津
の
地
を
「
教
育
・
人
材
育
成
の
拠
点
」
と
す
る

提
案
を
し
て
み
た
い
。

　

第
一
は
、
近
年
の
学
区
制
な
ど
の
地
域
的
制
約
を
解
放
す
る
方

向
に
沿
い
、
会
津
高
校
も
広
く
県
内
・
県
外
か
ら
の
入
校
を
受
け

入
れ
る
べ
く
（
既
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
）、

全
寮
制
の
施
設
を
完
備
し
、
３
年
間
を
学
業
と
ク
ラ
ブ
活
動
に
専

念
で
き
る
環
境
を
作
る
提
案
で
あ
る
。
こ
の
年
代
の
３
年
間
は
、

何
も
便
利
な
都
会
で
過
ご
す
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
都
会
の
喧

騒
を
逃
れ
て
文
武
に
集
中
し
、
高
校
卒
業
後
に
大
き
く
世
界
に
羽

ば
た
く
力
を
養
う
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
学
生
自

身
も
ま
た
ご
両
親
も
そ
う
し
た
環
境
下
で
勉
学
に
励
む
こ
と
を
大

い
に
歓
迎
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
よ
り
有
為
の

人
材
を
世
に
輩
出
し
て
来
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
会
津
の
土
地
柄

は
、こ
れ
に
相
応
し
い
伝
統
を
有
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

勿
論
こ
の
全
寮
設
備
は
広
く
市
内
の
他
の
高
校
と
も
共
有
す
べ
き

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

第
二
は
、「
寺
子
屋
塾
」
の
復
興
で
あ
る
。
現
在
の
「
進
学
」

中
心
の
教
育
体
系
を
崩
す
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

偏
り
を
補
う
意
味
で
、こ
れ
と
並
ん
で
「
人
格
形
成
」
更
に
は
「
学

問
す
る
こ
と
の
面
白
さ
」
を
幼
少
時
代
（
幼
・
小
・
中
学
）
に
教

え
る
道
は
な
い
も
の
か
と
考
え
た
時
に
行
き
つ
く
の
が
「
寺
子
屋

塾
」
で
あ
る
。
知
識
も
人
生
経
験
も
豊
富
な
現
役
生
活
を
終
え
た

民
間
企
業
や
教
育
に
関
わ
っ
て
き
た
諸
氏
の
力
を
生
か
し
、
場
所

は
お
寺
の
本
堂
な
ど
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
も
一
案
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
〝
大
〟
会
津
高
校
の
実
現
を
望
む
。
全
国
的
に
少
子
化

が
進
む
中
、
関
西
の
高
校
で
も
廃
校
に
な
る
ケ
ー
ス
が
起
こ
っ
て

い
る
。
我
が
母
校
も
今
春
１
ク
ラ
ス
減
ら
し
た
と
聞
く
。
そ
こ
で

追
い
込
ま
れ
て
か
ら
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
早
め
の
積
極
的
攻
め

の
統
合
を
提
案
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
全
て
が
男
女
共
学
と
な
っ

た
今
、
会
津
高
校
と
旧
会
津
女
子
高
校
（
現
葵
高
校
）
と
を
統
合

し
た
〝
大
〟
会
津
高
校
の
構
想
等
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
両
校
に

と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
と
思
え
る
。
こ
れ
ら
と
、
現
在
推
進

中
と
聞
く
Ｉ
Ｔ
技
術
の
集
積
地
と
す
る
構
想
と
重
ね
合
せ
れ
ば
、

育
成
し
た
人
材
の
流
出
の
危
惧
な
ど
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う

が
、
こ
れ
は
楽
観
に
過
ぎ
よ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　

関
西
同
窓
会

「
活
動
状
況
」　
幹
事
長 

佐
々
木　

繁
（
高
20
回
）

　

関
西
同
窓
会
は
、
現
在
約
80
数
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
る
。
主

な
活
動
は
、
総
会
、
散
策
会
、
定
例
懇
談
会
、
他
地
区
同
窓
会
と

の
交
流
で
あ
る
。
発
足
以
来
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
活
動
は
定
着
化

し
て
き
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
の
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
現
下
の
課
題
で
あ
る
。

⑴　
第
25
回
総
会

　

平
成
29
年
11
月
４
日
（
土
）、「
ホ
テ
ル 

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
」

で
総
勢
42
名
の
参
加
を
得
て
開
催
。
当
会
の
総
会
は
、
関
西
地
区

に
進
学
し
て
い
る
大
学
生
を
招
待
し
、
激
励
す
る
こ
と
を
開
催
趣

旨
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
今
回
も
京
大
・
阪
大
・
大
阪
府
大･

同

志
社
・
神
戸
薬
科
大
で
学
ぶ
学
生
諸
君
13
名
が
参
加
し
て
く
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
つ
「
会
員
ス
ピ
ー
チ
」
は
、
佐
藤　

洋
様
（
高
15

回
）
か
ら
、「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
と
題
し
、
東
大
卒
業
後
の

研
究
内
容
の
紹
介
や
、
69
歳
で
弁
理
士
と
し
て
起
業
し
「
生
涯
現

役
」
を
目
指
す
「
会
津
っ
ぽ
」
の
姿
を
披
歴
し
て
頂
い
た
。
生
涯

現
役
を
目
指
す
そ
の
姿
勢
に
、
現
役
学
生
、
会
員
一
同
、
希
望
と

勇
気
を
頂
い
た
。

　

総
会
は
、
松
本
保
雄
幹
事
（
高
15
回
）
の
司
会
で
進
行
。
議
案

を
滞
り
な
く
承
認
し
、
そ
の
後
、
本
部
同
窓
会
副
会
長
の
戸
川
稔

朗
様
、
山
内
正
之
校
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
頂
い
た
。
本
部
運
営
協

力
へ
の
謝
辞
や
活
動
状
況
と
学
生
の
進
学
状
況
や
ク
ラ
ブ
活
動
で

の
活
躍
に
つ
い
て
ご
紹
介
が
あ
っ
た
。
現
役
学
生
の
文
武
両
道
で

の
活
躍
に
会
員
一
同
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
拝
聴
し
た
。

　

議
事
を
終
了
し
、
懇
親
会
は
石
山
雄
一
様(

高
３
回
）
の
乾
杯

で
開
始
。
在
京
同
窓
会
の
佐
々
木
毅
副
会
長
や
本
部
相
談
役
の
千

葉
宏
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
に
続
き
、
上
野
信
様(

高
14
回)

の
詩
吟

を
楽
し
み
、
学
而
会
歌
、
凱
旋
歌
を
合
唱
し
一
次
会
を
終
了
し
た
。

⑵　
散
策
会

　

第
１
回
「
京
都
大
原
野
勝
持
寺
と
そ
の
周
辺
」、
第
２
回
「
箕

面
公
園
周
辺
」、
第
３
回
「
仙
洞
御
所
と
そ
の
庭
園
」
を
散
策
。

毎
回
10
名
程
度
の
会
員
が
参
加
し
、
散
策
後
の
打
ち
上
げ
も
恒
例

で
あ
る
。

⑶　
そ
の
他
の
活
動

　

そ
の
ほ
か
、「
定
例
懇
談
会
」
を
年
５
回
実
施
。
各
地
区
同
窓

会
総
会
へ
の
出
席
や
、
恒
例
の
会
高
生
に
よ
る
黒
谷
で
の
剣
舞
奉

納
に
参
列
し
、
激
励
を
行
っ
た
。

••••••• 四 地 区 か ら •••••••
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••••••• 四 地 区 か ら •••••••　
中
部
同
窓
会

　

第
31
回
中
部
地
区
同
窓
会
総
会
は
、
平
成
６
年
か
ら
恒
例
と

な
っ
て
い
る
会
津
女
子
高
校
同
窓
会
（
松
操
会
）
と
の
合
同
の
形

で
、
平
成
30
年
６
月
17
日
（
日
）
12
：
00
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
同
様
、
再
開
発
が
進
む
名
古
屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
日
中

の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。
会
津
や
関
西
か
ら
の
来
賓
を
含
め
て

総
勢
24
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
だ
ち
、
恒
例
と
な
っ
た
特
別
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。今
年
は
会
高
側
が
当
番
な
の
で
、林
誠
三
郎
幹
事
長（
高
19
回
）

に
よ
る
『
私
の
人
生
夢
芝
居
』
と
題
し
、
写
真
画
像
に
よ
る
紙
芝

居
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
戊
辰
１
５
０
年
に
あ
た
り
、
演
者

の
曽
祖
父
が
明
治
２
年
に
会
津
若
松
で
友
人
と
写
さ
れ
た
ガ
ラ
ス

乾
板
写
真
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
他
に
も
昭
和
30
年
代
の
幼
い
頃

の
ス
ラ
イ
ド
写
真
や
東
日
本
大
震
災
後
の
鶴
ヶ
城
の
風
景
な
ど
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
役
は
会
高
鈴
木
幸
喜
さ
ん
（
高
21
回
）、
と
会
女
岩

淵
さ
ち
子
さ
ん
（
高
18
回
）
が
務
め
ま
し
た
。
総
会
は
、
大
内
哲

男
前
会
長
（
高
13
回
）
の
開
会
宣
言
。
小
林
秀
明
会
長
（
高
15
回
）

の
挨
拶
。
つ
ぎ
に
、
林
誠
三
郎
幹
事
長
（
高
19
回
）
よ
り
活
動
報

告
及
び
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
恒
例
に
な
り
ま
し

た
秋
の
芋
煮
会
の
報
告
と
写
真
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
藤
信

恭
監
査
役
（
高
７
回
）
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会

議
題
は
、
満
場
一
致
の
拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
と
し
て
、
一
昨
年
４
月
に
校
長
に
着
任
さ
れ
た
山
内

正
之
校
長
（
高
29
回
）
か
ら
母
校
の
進
学
状
況
や
運
動
部
の
活

動
状
況
お
よ
び
新

し
い
取
り
組
み
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
と
く
に
部

活
動
が
好
成
績
を

挙
げ
て
、
遠
征
費

が
枯
渇
し
つ
つ
あ

る
嬉
し
い
悲
鳴
と

同
窓
会
へ
の
協
力

要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
管
家
大
幸
関

西
会
高
同
窓
会
会

長
（
高
14
回
）
か

ら
活
動
状
況
や
戊

辰
１
５
０
年
の
京

都
黒
谷
で
の
墓
前

祭
と
剣
舞
奉
納
の

様
子
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に

林
健
幸
副
幹
事
長

か
ら
会
津
の
現
状
と
、
同
窓
会
か
ら
も
在
校
生
へ
の
活
動
支
援
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
恒
例
に
な
り
ま
し
た
集
合
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

安
西
廣
恭
氏
（
高
10
回
）
の
乾
杯
の
御
発
声
で
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。
酒
は
会
津
か
ら
取
り
寄
せ
た
地
酒
で
一
段
と
盛
り
上
が

り
、
そ
こ
か
し
こ
で
話
の
輪
が
出
来
上
が
り
、
故
郷
会
津
を
懐
か

し
む
こ
と
し
き
り
。
そ
し
て
両
校
の
校
歌
斉
唱
や
会
津
を
思
い
出

し
て
の
「
ふ
る
さ
と
」、
小
池
秀
夫
顧
問
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
懇
親

会
会
場
に
は
、
昨
年
秋
に
開
催
し
恒
例
に
な
っ
た
大
高
緑
地
公
園

で
の
芋
煮
会
の
ア
ル
バ
ム
が
回
覧
さ
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
会
津
磐
梯
山
の
盆
踊
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
束
祥
順
氏
（
高
５
回
）
の

万
歳
三
唱
で
無
事
に
総
会
と
懇

親
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
部
支
部
役
員
（
敬
称
略
）

会　

長　

小
林
秀
明（
高
15
回
）

幹
事
長　

林
誠
三
郎（
高
19
回
）

幹　

事　

大
島
暁
爾（
高
18
回
）

幹　

事　

星　

金
次（
高
19
回
）

「
活
動
報
告
」

　
幹
事
長　
林　

誠
三
郎
（
高
19
回
）

幹　

事　

鈴
木
幸
喜（
高
21
回
）

監
査
役　

大
束
祥
順（
高
５
回
）

監
査
役　

佐
藤
信
恭（
高
７
回
）

顧　

問　

谷　

玄
信（
高
５
回
）

顧　

問　

山
田
俊
作（
高
５
回
）

顧　

問　

安
西
廣
恭（
高
10
回
）

顧　

問　

小
池
秀
夫（
高
13
回
）

顧　

問　

大
内
哲
男（
高
13
回
）

顧　

問　

馬
場
宏
衛（
高
17
回
）

平成29年　芋煮会
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北
海
道
同
窓
会
は
、
平
成
21
年
５
月

30
日
の
第
１
回
総
会
に
て
「
会
中
・
会

高
北
海
道
同
窓
会
」
を
正
式
名
称
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
、
母
校
の
隆
盛
を
図
る
こ
と
の
２

点
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
10
年
、
平
成
30

年
５
月
19
日
の
第
10
回
総
会
を
、
め
で
た
く
、
無
事
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
発
足
時
点
で
27
名
。入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
も
27
名
と
同
数
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
毎
年
、
総
会
・
懇
親
会
、
歴
史
探
訪
、
芋
煮
会
、
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
行
事

を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の
交

流
と
親
睦
を
図
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

わ
が
同
窓
会
の
歴
史
は
ま

だ
10
年
で
す
が
、
発
足
時
の

経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
と
、

初
代
幹
事
長
で
、
現
監
事
の

間
部
賢
司
氏
（
高
13
回
）
の

孤
軍
奮
闘
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
よ
う
で
す
。
同
氏
に
よ
る

と
、
次
の
よ
う
な
誕
生
秘
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

◦
北
海
道
同
窓
会
の
設
立

を
目
指
し
て
、
会
津
高
等

学
校
同
窓
会
名
簿
よ
り
、

北
海
道
在
住
の
会
員
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
一
覧

表
を
作
成

　

◦
設
立
発
起
人
を
選
ぶ
べ

く
、
福
島
県
人
会
事
務
局
等
を
訪
問
し
て
、
適
任
者
の
選
考
。

そ
の
結
果
、
太
田
原
高
昭
北
大
名
誉
教
授
（
高
10
回
）
を
適

任
と
し
て
、
同
氏
に
相
談
し
同
意
を
得
た
。

　

◦
北
海
道
同
窓
会
員
へ
の
案
内
と
設
立
総
会
の
開
催
。
結
果
、

北
海
道
同
窓
会
が
正
式
発
足
。
太
田
原
会
長
、
真
部
幹
事
長

を
中
心
と
し
た
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
同
窓
会
10
周
年
に
あ
た
り
、
真
部
会
員
の
以
上
の
ご
努

力
と
ご
苦
労
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
同
窓
会
の
継
続
発
展
に
、
会
員
の
皆
様
共
々
、
努
力
し
て
参

り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
昨
年
他
界
さ
れ
ま
し
た
太
田
原
前
会
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
初
代
会
長
と
し
て
の
９
年
間
の
ご
苦
労
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

••••••• 四 地 区 か ら •••••••　
北
海
道
同
窓
会

　
「
10
周
年
所
感
」

　
会　

長　
原　

健
蔵
（
高
８
回
）

　
幹
事
長　
高
橋　

孝
一
（
高
22
回
）

「
活
動
報
告
」

【
総
会
・
懇
親
会
】
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
の
北
海
道
同
窓

会
設
立
以
来
、
第
10
回
の
節
目
と
な
る
総
会
は
平
成
30
年
５
月
19

日
、
初
参
加
３
人
を
含
む
26
人
の
出
席
を
得
て
札
幌
第
一
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
前
年
８
月
に
77
歳
を
も
っ
て
他
界
さ
れ
た
前

会
長
、
太
田
原
高
昭
さ
ん
（
高
10
回
）
と
、
兼
子
達
夫
さ
ん
（
高

２
回
、
29
年
３
月
に
85
歳
で
死
去
）
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

総
会
で
は
会
務
・
会
計
報
告
と
事
業
計
画
、
予
算
案
を
そ
れ
ぞ

れ
承
認
し
た
。
総
会
に
は
本
校
同
窓
会
の
新
城
猪
之
吉
会
長
（
高

21
回
）
と
穴
澤
耕
二
副
幹
事
長
（
高
24
回
）、
さ
ら
に
山
内
正
之

校
長
（
高
29
回
）、
会
津
高
元

教
諭
で
北
海
道
総
会
常
連
の
千

葉
宏
氏
（
高
８
回
）、
山
口
光

彦
氏
（
高
30
回
）
が
出
席
さ
れ

た
。

　

こ
の
あ
と
会
津
女
子
高
同
窓

生
が
加
わ
っ
て
の
講
演
会
は
、

来
賓
の
一
人
で
会
女
教
諭
も
務

め
た
千
葉
宏
先
生
（
高
８
回
）

に
講
師
を
お
願
い
し
た
。
千
葉

先
生
は
昭
和
60
年
（
１
９
８
５

年
）
か
ら
30
年
間
、
会
高
に
勤

務
。同
窓
会
担
当
も
長
く
務
め
、

北
海
道
総
会
に
は
10
回
中
、
９

回
出
席
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

演
題
は
「
同
郷
の
絆　

同
窓
の
絆
」。
自
ら
筆
を
執
っ
た
演
題

と
「
創
立
10
周
年
を
祝
う
」
の
書
を
携
え
、
剣
舞
委
員
会
顧
問
と

し
て
の
活
動
や
各
地
同
窓
会
の
様
子
な
ど
を
披
露
し
つ
つ
「
和
や

か
な
雰
囲
気
を
い
つ
ま
で
も
保
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
て

く
れ
た
。

　

な
お
今
総
会
の
初
参
加
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

　

小
澤
弘
和
（
高
49
回
）
室
井
沙
月
（
高
68
回
）
笠
井
椋
太
（
高

69
回
）。
若
い
会
員
が
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
う
れ
し
く
、
心

強
い
。

【
芋
煮
会
】
平
成
29
年
の
芋
煮
会
は
９
月
30
日
、
札
幌
都
心
の
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
会
場
に
会
高
、
会
女
同
窓
生
ら
23
人
が
参
加

し
て
開
催
し
た
。
会
津
か
ら
調
達
し
た
里
芋
な
ど
持
ち
寄
っ
た
食

材
の
調
理
な
ど
、
準
備
段
階
か
ら
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
予
定
時
間
が
過
ぎ
る
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

【
歴
史
探
訪
】
平
成
29
年
の
歴
史
探
訪
は
10
月
28
日
、札
幌
の
「
山

鼻
屯
田
」を
テ
ー
マ
に
12
人
の
参
加
で
実
施
し
た
。
前
々
年
の「
琴

似
屯
田
」
に
続
く
屯
田
兵
村
シ
リ
ー
ズ
。
中
央
区
内
で
会
津
藩
士

の
子
孫
ら
が
守
る
山

鼻
屯
田
記
念
会
館
を

訪
ね
て
学
習
し
た
あ

と
、
兵
村
開
設
記
念

碑
や
練
兵
場
跡
、
屯

田
兵
招
魂
の
碑
な
ど

を
歩
き
、
紅
葉
の
中

島
公
園
内
に
あ
る
開

拓
使
時
代
の
洋
風
ホ

テ
ル
「
豊
平
館
」（
国

指
定
重
要
文
化
財
）

を
じ
っ
く
り
見
学
し

た
。

【
そ
の
他
】

　

夏
の
恒
例
行
事
、

ビ
ー
ル
会
を
平
成
29

年
は
７
月
22
日
、
平

成
30
年
は
７
月
21
日

に
札
幌
市
内
で
催
し

た
。

講演中の千葉宏先生

ビール会
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塩

川

支

部

　

29
年
度
の
塩
川
支
部
総
会
は

11
月
４
日
喜
多
方
市
塩
川
町
の

「
粋
旬
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
同
窓
会
本
部
か
ら

太
田
幹
事
長
、
隣
接
の
湯
川
支

部
か
ら
高
橋
新

支
部
長
を
お
迎

え
し
、
支
部
会

員
28
名
の
出
席

の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

物
故
会
員
へ

の
黙
祷
の
あ

と
、
會
津
中
学

及
び
会
津
高
校

の
校
歌
を
斉
唱

し
、
須
田
敬
支

部
長
の
挨
拶
、

太
田
幹
事
長
及

び
高
橋
湯
川
支

部
長
の
来
賓
祝

辞
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
に
お
い

て
は
、
28
年
度

事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
、
29

年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
が
原

案
の
と
お
り
承

認
、
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
本
年
度
入
学

の
新
入
生
９
名
に
対
し
て
、
支

部
長
か
ら
祝
福
と
激
励
を
兼
ね

記
念
品
（
図
書
券
）
の
贈
呈
が

行
わ
れ
、
新
入
生
か
ら
は
学
校

生
活
の
状
況
や
今
後
の
抱
負
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
参
加
者
全
員
に
よ
る

記
念
撮
影
の
あ
と
親
睦
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生

の
中
に
東
大
卒
の
先
輩
の
話
を

と
の
強
い
希
望
者
が
お
り
、
傾

聴
し
て
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
合
い
な
が

ら
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

幹
事
長
斉
藤
正
之（
高
23
回
）記

　

伝
統
あ
る
南
会
津
支
部
平
成

30
年
度
定
期
総
会
を
７
月
３
日

本
部
か
ら
副
会
長
竹
田
政
弘
氏

を
お
迎
え
し
、
支
部
会
員
33
名

が
出
席
し
て
町
内
の
丸
山
館
で

開
催
し
た
。

　

物
故
会
員
の
黙
祷
後
、
渡
部

雅
俊
（
高
14
回
）
支
部
長
は
、

私
達
は
日
々
血
・
地
・
学
・
職
・

好
・
志
の
「
縁
」
で
生
活
し
て

い
る
。

　

地
域
で
は
同
じ
「
緋
縅
鎧
う

南
会
津
支
部

若
武
者
が
」
を
唄
っ
た
「
学
縁
」

の
絆
を
一
層
強
く
し
て
、
地
域

貢
献
を
含
め
て
、
本
会
組
織
の

強
化
・
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、

本
会
の
更
な
る
発
展
と
な
る
と

の
決
意
を
話
し
た
。

　

引
き
続
き
竹
田
副
会
長
か
ら

は
母
校
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
後
輩
諸
君
が
各
分
野
の

全
国
大
会
等
で
活
躍
し
て
い
る

事
は
、
私
達
が
学
ん
だ
「
好
学

愛
校
文
武
不
岐
」
の
精
神
が

脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
の
で
、
お
お
き
な
る
喜
び
を

感
じ
た
。

　

さ
て
、
議
事
で
は
、
平
成
29

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
が
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。

　

懇
親
会
は
、
渡
部
勝
善
氏
（
高

８
回
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴

し
、
先
輩
・
後
輩
と
の
親
睦
交
流

を
深
め
合
っ
た
。

　

近
年
各
団
体
や
機
関
等
で
会

員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中

で
、
当
支
部
で
は
、
今
回
４
名

の
加
入
者
が
あ
っ
た
。
支
部
の

組
織
強
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
愛
・
母
校
愛
な
ど

は
、
地
域
で
生
活
や
仕
事
を
す

支
部
活
動

る
上
で
の
基
本
な
の
で「
地
縁
・

学
縁
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
地

域
貢
献
に
結
び
付
け
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

恒
例
の
校
歌
：
飯
盛
山
の
櫻

花
♪
学
而
会
歌
：
あ
あ
い
か
に

せ
ん
我
が
友
よ
♪
を
全
員
で
声

高
ら
か
に
歌
い
「
学
縁
」
の
絆

を
確
認
し
て
総
会
・
親
睦
会
は

お
開
ら
き
と
な
っ
た
。

支
部
長
渡
部
雅
俊（
高
14
回
）記



11

で
活
躍
す
る
同
窓
生
が
紹
介

さ
れ
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ

た
。
最
後
に
応
援
団
副
団
長

で
あ
っ
た
丹
藤
茂
副
会
長
（
高

27
回
）
の
エ
ー
ル
で
お
開
き

と
し
た
。

幹
事
長
五
十
嵐
栄（
高
27
回
）記

町
村
合
併

時
か
ら
検

討
し
て
い

た
、
会
津

高
田
町
居

住
の
会
員

要
件
を
会

津
美
里
町

と
す
る
規

約
改
正
に

つ
い
て
審

議
し
た
。

同
窓
生
の

交
流
が
広

く
な
る
こ

と
は
大
い

に
賛
成
で

あ
る
、
な

ど
の
意
見

も
あ
り
承

認
さ
れ

た
。

　

観
桜
会

で
は
、
会

津
美
里
町

　

平
成
29
年
度
総
会
は
、
11
月

11
日
（
土
）、
割
烹
「
鯉
川
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
物
故
者
へ
の
黙
祷
の

後
、
河
合
政
弘
下
郷
支
部
長
の

挨
拶
後
、
同
窓
会
本
部
の
須
田

敬
副
会
長
、
学
校
の
佐
竹
正
徳

教
頭
先
生
よ
り
、
ご
祝
辞
並
び

に
本
部
活
動
状
況
や
後
輩
達
が

全
国
大
会
等
で
活
躍
し
て
い
る

様
子
な
ど
近
況
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

28
年
度
事
業
報
告
で
は
、
第

１
回
下
郷
支
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
の
開
催
や
新
入
生
激
励
会

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
総
会
や

会
員
の
親
睦
を
図
る
事
業
へ
の

参
加
者
を
多
く
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
29
年
度
事
業
計
画
・
予

算
案
が
協
議
さ
れ
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
、
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
在
学
時
代
の

話
題
等
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま

し
た
。

　

平
成
30

年
６
月
19

日
、
支
部

長
と
事
務

局
長
で
母

校
を
訪
れ
、

山
内
正
之

校
長
先
生

同
席
の
も

と
４
名
の

新
入
生
に

図
書
カ
ー

ド
を
贈
り

激
励
し
ま

し
た
。

　

６
月
23

下
郷
支
部

会
津
高
田
支
部

　

会
津
高
田
支
部
総
会
は
、
５

月
12
日
㈯
、
千
葉
宏
同
窓
会
相

談
役
、
鈴
木
康
友
教
頭
、
渡
部

英
敏
会
津
美
里
町
長（
高
11
回
）

を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
24
名
が

参
加
し
て
、「
宮
廼
」
で
開
催

さ
れ
た
。

　

新
田
銀
一
支
部
会
長
（
高
22

回
）
が
、「
校
歌
で
は
学
生
時

代
に
大
変
苦
労
し
た
思
い
出
が

あ
る
が
、
こ
の
場
で
歌
え
る
の

は
大
変
嬉
し
い
こ
と
だ
。
同
窓

生
の
絆
を
強
め
て
い
き
た
い
。」

と
挨
拶
し
た
。

　

同
窓
会
相
談
役
の
千
葉
宏
氏

（
高
８
回
）
は
、「
二
年
先
に
創

立
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
。
学

而
ホ
ー
ル
の
修
繕
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
計
画
し

て
い
る
。
協
賛
金
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
渡
部
町
長
よ
り
、「
甲

子
園
の
応
援
は
、
会
津
若
松
駅

ま
で
だ
っ
た
。
同
級
生
に
会
う

と
病
気
の
話
に
ば
か
り
な
る
。

歳
は
同
じ
な
の
に
、
私
は
若
い

と
言
わ
れ
る
。
同
じ
門
を
く

ぐ
っ
た
同
窓
生
と
し
て
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。」
と

挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
鈴
木
康
友
教
頭

（
高
33
回
）
か
ら
は
、「
少
子
化

の
影
響
で
一
学
年
六
ク
ラ
ス
の

二
百
四
十
名
と
な
っ
た
。
現
在

は
若
干
男
子
生
徒
が
多
い
。
進

路
状
況
で
は
、国
公
立
97
名
だ
っ

た
。
学
生
数
も
減
っ
て
い
る
が
、

国
公
立
合
格
者
３
桁
、
私
立
の

底
上
げ
を
目
標
に
し
て
い
る
。

部
活
動
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

日
、
第
２
回
下
郷
支
部
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
懇
親

会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次

年
度
は
更
に
参
加
者
を
増
や
し

会
員
の
親
睦
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

事
務
局
長

　

湯
田
嘉
朗
（
高
22
回
）
記

き
同
窓
会
の
皆
さ
ん
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
母
校
の
現

状
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
木
崎
稔
氏
（
高
27

回
）
を
議
長
に
選
任
し
、
会
務

報
告
、
決
算
報
告
、
行
事
計
画
、

予
算
案
、
そ
し
て
平
成
17
年
の

に

　
　
組
織
を
拡
大
し
、

会
津
美
里
支
部
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猪
苗
代
支
部

　

29
年
度
の
支
部
総
会
は
例
年

通
り
11
月
23
日
勤
労
感
謝
の
日

に
開
か
れ
た
。
今
年
度
の
当
番

は
吾
妻
地
区
で
会
場
は
中
ノ
沢

温
泉
大
阪
屋
旅
館
で
行
わ
れ

た
。
来
賓
と
し
て
本
部
の
千
葉

宏
先
生
、
猪
苗
代
地
区
保
護
者

会
長
栗
田
俊
雄
氏
を
お
迎
え
し

会
員
180
名
中
32
名
の
出
席
が

あ
っ
た
。

　

毎
年
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会

員
に
お
祝
い
を
贈
呈
し
て
き
た

が
今
年
は
高
８
回
卒
の
小
桧
山

新
一
氏
、
諏
訪
俊
英
氏
の
２
名

に
贈
ら
れ
た
。

　

今
年
度
は
一
部
規
約
改
正
が

提
案
さ
れ
た
。
第
６
条
で
は
副

幹
事
長
一
名
で
あ
っ
た
が
、
組

織
運
営
の
充
実
を
図
る
た
め
複

数
名
に
し
、
筆
頭
副
幹
事
長
を

置
く
と
い
う
改
正
案
が
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。
総
会
終
了
後

例
年
通
り
講
演
会
が
行
わ
れ
町

内
出
身
の
元
高
校
教
諭
鈴
木
邦

子
先
生
の
猪
苗
代
兼
載
に
つ
い

て
の
講
演
で
あ
っ
た
。
猪
苗
代

兼
載
は
室
町
時
代
に
猪
苗
代
湖

天
神
浜
の
小
平
潟
に
生
ま
れ
若

干
十
二
歳
で
連
歌
会
に
出
座
し

て
頭
角
を
現
し
連
歌
師
と
し
て

名
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
地

元
猪
苗
代
で
は
歴
史
的
に
三
大

偉
人
の
一
人
と
し
て
そ
の
功
績

を
讃
え
顕
彰
し
て
行
こ
う
と
い

う
会
も
あ
り
、
八
年
前
に
は
没

後
五
百
年
の
記
念
句
碑
も
天
満

宮
の
近
く
に
建
立
さ
れ
た
。

　

猪
苗
代
支
部
に
も
様
々
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
が
多

く
い
る
が
、
同
窓
会
と
し
て
は

顕
著
な
活
動
も
少
な
い
の
で
会

の
充
実
を
め
ざ
し
英
知
を
持
ち

寄
っ
て
活
性
化
を
図
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

　

第
36
回
総
会
は
、
７
月
22
日

広
田
駅
前
「
お
お
た
や
」
に
於
い

て
、
本
会
よ
り
、
太
田
幹
事
長
を

お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
を

行
い
、
校
歌
の
斉
唱
に
続
い
て

支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
恒
例

の
事
業
と
な
っ
て
い
る
新
ソ
バ

会
や
河
東
中
学
校
か
ら
の
合
格

者
へ
の
記
念
品
贈
呈
が
同
窓
会

事
務
局
の
小
林
先
生
を
通
し
て

会
津
高
校
校
長
室
に
て
７
名
の

卒
業
生
に
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
幹
事
長
か
ら
は
、
協
賛

金
で
、
母
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
等
へ
の
助
成
が
で

き
た
こ
と
、
創
立
130
周
年
を
迎

え
る
準
備
に
入
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
結
成
以
来
35
年
の
節
目

を
記
念
し
、
総
会
出
席
者
の
カ

ン
パ
に
よ
り
、
河
東
支
部
旗
を

製
作
し
、
な
お
一
層
の
盛
り
上

り
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
に
入
り
、
議
長

に
は
高
31
回
卒
の
内
山
嘉
昭
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
、
平
成
30
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
が
満
場
の

賛
同
を
得
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
支
部
旗
を

囲
み
、
記
念
撮
影
を
し
、
懇
親

会
に
移
り
、
高
11
回
卒
の
渡
部

好
昭
先
輩
の
発
声
で
乾
杯
し
、

近
況
報
告
を
し
合
い
、
散
会
し

ま
し
た
。

笠
井　

武
彦
（
高
17
回
）
記

河

東

支

部

湯

川

支

部

い
る
。

支
部
長
長
尾
景
昰
（
高
15
回
）
記

「
待
望
の
河
東
支
部
旗
完
成
」

　

平
成
29
年
度
湯
川
支
部
総
会

は
、
11
月
25
日
喜
多
方
市
塩
川

町
の
「
粋
旬
」
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
同
窓
会
か
ら

須
田
敬
副
会
長
（
塩
川
支
部

長
）、
塩
川
支
部
か
ら
齋
藤
正

之
幹
事
長
を
お
迎
え
し
、
支
部

会
員
20
名
の
も
と
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

物
故
会
員
へ
の
黙
と
う
の
後
、

会
津
中
学
校
及
び
会
津
高
等
学

校
の
校
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
斉
唱
し
、

高
橋
新
（
高
15
回
）
支
部
長
あ

い
さ
つ
、
須
田
副
会
長
の
来
賓

祝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
日
頃
な
か
な
か
話
す
こ
と

の
で
き
な
い
同
窓
生
が
集
う
貴

重
な
機
会
と
も
な
り
、
時
間
が

経
つ
の
も
忘
れ
、
近
況
報
告
、

高
校
時
代
の
懐
か
し
い
思
い

出
、
湯
川
村
の
将
来
に
つ
い
て

な
ど
、
大
変
良
き
情
報
交
換
の

場
と
な
り
、
盛
大
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
締
め
く
く
り
に

は
、元
応
援
団
員
の
遠
藤
弘（
高

27
回
）、
坂
内
真
隆
（
高
40
回
）

及
び
元
音
楽
部
部
長
の
鈴
木
定

（
高
34
回
）
の
３
会
員
連
携
に

よ
る
絶
妙
な
る
リ
ー
ド
で
、
恒

例
の
エ
ー
ル
、
凱
旋
歌
の
唱
和

に
よ
り
、
会
員
相
互
の
絆
を
確

認
し
な
が
ら
閉
会
し
ま
し
た
。

幹
事
長 

菅
沼 

弘
志（
高
29
回
）記
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畑
敬
之
助
先
生
（
中
49
回
）
は
昭
和
27
年
東
北
大
学
を
卒
業
さ

れ
そ
の
年
に
会
津
高
校
の
教
員
に
な
ら
れ
、
会
津
高
校
端
艇
部
監

督
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
会
津
高
校
の
勤
務
期
間
は
13
年
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
当
時
低
迷
し
て
い
た
端
艇
部
の
再
建

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
監
督
に
就
任
さ
れ
た
昭
和
27
年
の
第
７

回
国
民
体
育
大
会
（
福
島
県
荻
野
）
で
見
事
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
全
国

優
勝
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。
次
に
昭
和
30
年
の
第
３
回
全
日
本

高
校
選
手
権
大
会
（
荻
野
）
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
全
国
優
勝
・
さ
ら

に
昭
和
37
年
（
第
10
回
）
全
日
本
高
校
選
手
権
大
会
（
琵
琶
湖
）

の
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
で
全
国
優
勝
と
合
せ
て
３
回
の
全
国
制
覇
を

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
シ
ェ

ル
フ
ァ
で
本
校
端
艇
部
出
身
の
相
田
秀
晃
（
高
14
回
）
が
日
本
選

手
権
選
抜
代
表
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
畑
先
生
は
こ
れ
ら
の
足

跡
を
残
し
て
、
惜
し
ま
れ
ま
が
ら
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
平
成
28
年
10
月
秋
月
悌
次
郎
顕
彰
会
（
会
長
畑
先
生
）

を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
時
転
倒
し
骨
折
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
ベ
ッ
ド
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
自
宅
と
芦
ノ
牧
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
で
療
養
に
努
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
洋
子
夫
人
は
看
護
の

傍
ら
畑
先
生
の
既
発
表
の
原
稿
な
ど
の
整
理
編
纂
を
す
す
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
歴
史
春
秋
社
か
ら
畑
敬
之
助
著
「
蜂
・
わ
が
人
生

九
十
一
年
～
」を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
29
年
12
月
26
日
）「
蜂
」

は
第
一
部
「
会
津
人
群
像
」
第
二

部
「
会
津
大
学
」
第
三
部
「
余
禄
」

の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
余
禄
」
の
二
章
に
「
一
艇
一
心

に
思
う
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま

す
。「『
一
艇
一
心
』
と
は
一
艇
あ

り
て
一
人
な
く
一
人
あ
り
て
一
艇

「
蜂
・
わ
が
人
生
九
十
一
年
～
」

平
成
30
年
６
月
３
日
（
日
） 

会
場
・
会
津
若
松　

割
烹
萬
花
楼

畑
敬
之
助
・
洋
子
ご
夫
妻
出
版
記
念

大
竹
忠
信
（
高
11
回
）
記

な
き
を
い
う
。『
一
艇
一
心
』
は
艇
を
速
く
走
る
た
め
の
実
学
と

同
事
に
、
オ
ア
ズ
マ
ン
（
ボ
ー
ト
マ
ン
）
の
生
活
哲
学
で
あ
る
。」

と
記
述
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
畑
先
生
の
こ
う
し
た
教
え
の
も
と
会

津
高
校
端
艇
部
部
員
全
員
が「
一
艇
一
心
」の
精
神
を
共
有
し「
ス

ポ
ー
ツ
・
ボ
ー
ト
」
を
通
じ
て
練
習
に
励
み
切
磋
琢
磨
し
精
進
し

あ
っ
た
こ
と
が
過
去
４
回
の
全
国
制
覇
に
繋
が
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
畑
先
生
は
「
蜂
」
の
中
で
私
の
人
生
に
と
っ
て
最

も
誇
ら
し
い
思
い
出
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
会
津

高
校
端
艇
部
の
功
績
は
会
津
高
校
正
面
玄
関
向
い
の
庭
に
「
一
艇

一
心
」
と
刻
ま
れ
た
碑
に
刻
み
込
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

出
版
祝
賀
会
は
端
艇
部
で
ボ
ー
ト
を
通
じ
て
お
世
話
に
な
っ
た

有
志
が
、
畑
先
生
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
「
蜂
」
の
編
纂
に

あ
た
ら
れ
た
洋
子
夫
人
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
平
成
30
年
６
月
３
日
（
日
）
萬
花
楼
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
畑
先
生
ご
夫
妻
が
参
加
者
25
名
の
大
き
な
拍

手
に
迎
え
ら
れ
、
主
賓
席
に
お
着
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は

「
お
お
こ
ん
な
に
多
勢
の
み
ん
な
が
来
て
く
れ
た
か
」
と
言
っ
て

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
50
年
60
年
振
り
に
お
会

い
す
る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
会
高
端
艇
部
の
オ
ア
ズ
マ
ン

だ
っ
た
の
で
、
荻
野
で
の
猛
練
習
や
合
宿
の
メ
シ
な
ど
を
思
い
出

し
、
先
輩
後
輩
を
問
わ
ず
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
式
で
は
発
起
人

大
内
荘
久
（
高
11
回
）
慶
応
大
学
端
艇
部
元
監
督
が
挨
拶
の
中
で

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
み
な
さ
ん
に
感
謝
の
念

も
加
え
て
話
し
ま
し
た
。
祝
辞
は
坂
内
孝
成
様
（
高
８
回
・
昭
和

30
年
全
国
大
会
優
勝
早
稲
田
大
学
ボ
ー
ト
部
OB
）
と
相
田
秀
晃
様

（
高
14
回
・
昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
競
技
シ
ェ
ル

フ
ァ
の
日
本
代
表
）
の
お
二
人
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人

は
尊
敬
す
る
畑
先
生
ご
夫
妻
の
ご
長
寿
を
祝
い
、
多
岐
に
渡
っ
て

の
功
績
・
偉
業
を
称
え
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の

思
い
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
相
田
様
は
大
学
卒
業
の
年
就
活
に

乗
り
遅
れ
、
畑
先
生
を
頼
り
面
接
試
験
だ
け
で
超
一
流
企
業
に
就

職
出
来
た
こ
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
高
校
端
艇
部
後
援
会
会
長
佐
賀
幹
雄
様
（
高
23
回
）
か
ら

は
こ
れ
ま
で
の
畑
先
生
の
後
援
会
へ
の
ご
支
援
に
感
謝
さ
れ
「
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
ボ
ー
ト
部
員
の
活
躍
を
見
守
っ
て
下
さ
い
」

と
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。
会
か
ら
の
記
念
品
と
し
て
、
吉

田
喜
助
様
（
高
５
回
・
第
７
回
福
島
国
体
の
優
勝
選
手
）
か
ら
、

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
メ
ロ
デ
ー
入
力
の
か
け
時
計
目
録
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。
花
束
贈
呈
は
藤
村
正
巳
（
高
11
回
）
の
夫
人
レ
イ
子
様
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
洋
子
様
は
生
花
の
師
範
な
の
で
特
別

豪
華
な
花
束
に
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

畑
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶
で
は
50
年
60
年
振
り
の
参
加
メ
ン
バ
ー

を
懐
か
し
み
つ
つ
、
こ
の
祝
賀
会
を
企
画
し
た
我
々
に
も
心
か
ら

の
お
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
岸
喜
志
郎
様
（
高
６
回
・

第
７
回
福
島
県
国
体
で

全
国
優
勝
の
中
心
メ
ン

バ
ー
）
か
ら
畑
先
生
ご
夫

妻
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
白

寿
は
も
と
よ
り
茶
寿
、
皇

寿
ま
で
も
長
生
き
し
て
下

さ
い
と
の
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
祝
宴
に
入
る
と

岸
様
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏

で
、
会
高
端
艇
部
数
え
歌

を
は
じ
め
、
畑
敬
之
助
作

詞
会
高
第
二
応
援
歌
、「
か

の
群
小
を
凌
駕
し
て
」
を

参
加
者
全
員
で
歌
い
「
一

艇
一
心
」
の
思
い
に
馳
せ

ま
し
た
。
最
後
に
萬
歳
三

唱
を
小
椋
厚
様（
高
８
回
・

昭
和
30
年
の
全
国
大
会
優

勝
）
の
音
頭
で
声
高
ら
か

に
行
い
、
閉
会
に
な
り
ま

し
た
。
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折
笠　
常
弘　
記

　

88
歳
の
６
人
は
、
偶
数
月
の
第

３
金
曜
日
５
時
半
に
若
の
井
食

堂
に
参
会
。政
経
か
ら
健
康
ま
で
、

戦
中
４
年
の
思
い
出
を
交
え
て

放
談
し
て
い
ま
す
。

浦
野　
一
郎　
記

　

五
三
会
の
例
会
は
毎
月
十
二

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

学
　
年
　
便
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

中
51
回

中
55
回
・
高
２
回

「
米
寿
を
迎
え
て
」

日
、
萬
花
楼
で
今
で
も
続
け
て

い
る
。
宴
酣た

け
なわ
に
な
る
と
お
定

り
の
会
津
中
学
の
懐
旧
談
口
と

な
る
。
秋
も
深
ま
る
と
「
背
炙

山
」
に
薪
を
取
り
に
行
く
。
早

朝
学
校
を
出
発
し
、
東
山
温
泉

街
を
横
断
し
山
道
を
登
り
集
木

場
に
到
る
。
長
さ
一
間
程
の

丸
太
の
山
か
ら
適
当
な
も
の

に
鎹

か
す
が
いを

打
ち
綱
で
縛
り
引
っ

張
っ
て
戻
っ
た
。
校
舎
の
北
側

の
軒
下
に
積
み
、
適
当
に
切
っ

て
冬
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
す

る
。
そ
れ
だ
け
の
事
な
の
だ
。

福島辰巳会（会津中学・昭和20年３月卒・第51回）
Ｈ29.10.20　撮影　薄上賢一郎　目黒實
折笠常弘　塚原喜智　佐藤昌志　山口　関

会津五三回　平成30年４月12日　萬花楼
上段左より　渡部欣一　飯田耕治　小林栄二郎　浦野一郎
下段左より　岩本綾平　赤城良一　桑間恒雄　遠藤　孝

秋
の
澄
ん
だ
空
は
ま
だ
覚
え
て

い
る
。

　

こ
の
話
の
後
、
一
人
が
車
で

東
鳳
の
側
か
ら
上
っ
て
そ
れ
ら

し
き
所
を
歩
い
て
み
た
が
、
丸

太
の
山
も
道
も
全
く
分
か
ら
な

か
っ
た
、
だ
け
ど
懐
し
か
っ
た

と
言
っ
た
。
そ
ん
な
事
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
中
学
校
時
代
が
過

ぎ
、
戦
後
復
興
は
進
み
、
そ
し

て
遂
に
平
成
も
終
わ
る
。
世
の

人
達
の
言
う
卒
寿
と
い
う
歳
に

な
っ
た
の
だ
。

　

今
ま
で
生
き
て
来
れ
た
の

高
４
回

「
二
年
ぶ
り
の
高
四
回
」

中
52
・
53
回

「
懐
し
き
事
」

は
、
両
親
か
ら
丈
夫
な
身
体
を

も
ら
い
、
中
学
校
で
強
固
な
魂

を
享
け
た
か
ら
な
の
だ
と
思

う
。「
飯
盛
山
に
鎮
ま
れ
る
若

き
義
人
」
に
触
れ
る
機
会
も
あ

ま
り
な
い
。
秋
九
月
白
虎
隊
墓

前
祭
で
焼
香
し
、
剣
舞
奉
納
を

拝
し
あ
の
魂
を
我
が
身
に
蘇
ら

せ
た
い
。
だ
が
、
も
う
現
場
に

行
く
に
は
身
体
が
言
う
事
を
聞

か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

毎
朝
夕
望
ん
だ
壮
大
な
城
東

の
杜
を
、
更
に
想
い
を
込
め
て

懐
し
む
昨
今
で
あ
る
。

真
壁
　
正
　
記

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
米
寿
を
迎

え
、
自
分
な
り
に
び
っ
く
り
し
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
期
生
に
神
奈
川

県
藤
沢
市
片
瀬
海
岸
に
居
を
構

え
て
い
る
高
島
良
太
郎
君
の
生

涯
学
習
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

彼
は
旅
行
＆
山
歩
き
や
旧
道

歩
き
を
し
て
お
り
、
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
の
道
（
日
本
奥
地
紀
行
）

歩
き
も
し
て
い
る
。

　

今
回
は
羽
前
小
松
～
赤
湯
～

上
山
を
歩
い
て
き
た
が
、
こ
の

辺
り
は
置
賜
地
方
と
言
い
、
バ
ー

ド
が
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
理

想
郷
）と
称
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
も
穏
や
か
な
風
景
の
田
園

が
広
が
っ
た
所
な
の
で
、
更
に
訪

ね
歩
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

ど
ん
な
に
年
を
取
っ
て
も
、
情

熱
と
好
奇
心
と
に
燃
え
て
る
限

り
、
そ
の
人
は
青
春
な
の
だ
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
言
葉
ど
お
り
の

人
生
が
高
島
君
で
あ
ろ
う
と
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

さ
て
、
米
寿
を
迎
え
て
の
祝
い

の
集
い
に
つ
い
て
は
、
未
だ
具

体
化
は
し
て
い
な
い
が
、
十
月

紅
葉
の
頃
、
呼
び
か
け
誘
い
合
っ

て
集
い
合
い
、
杯
を
傾
け
青
春
時

代
の
思
い
出
を
語
り
合
い
長
寿

の
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
た
い
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
是
非
実
現
す

る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

五
十
嵐　
明　
記

　

八
十
五
歳
の
同
期
会
で

二
十
九
名
の
出
席
で
し
た
の

で
、
幹
事
と
し
て
は
ま
あ
上
出

来
と
自
己
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

二
次
会
三
次
会
と
楽
し
く
杯

が
進
み
途
中
か
ら
意
識
が
薄
れ

目
が
覚
め
た
ら
一
張
羅
に
ネ
ク

タ
イ
を
シ
メ
た
ま
ま
の
体
た
ら

く
、
し
か
し
友
は
い
い
も
の
と

今
更
の
幸
せ
を
噛
み
し
め
た
平

成
三
十
年
五
月
十
七
日
の
一
夜

で
し
た
。
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

学
　
年
　
便
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

高
６
回

「
在
京
六
甲
会
」

高
13
回

「
三
六
回　

喜
寿
祝
い
」

高
５
回

「
月
例
無
尽
を
継
続

ゲ
ス
ト
出
席
を
歓
迎
」

笠　
間　
　
　
亮　
記

　

平
成
30
年
の
在
京
六
甲
会
恒

例
の
懇
親
会
は
、
５
月
８
日
㈫

銀
座
三
笠
会
館
本
店
２
Ｆ
フ
ラ

ン
ス
料
理
榛
名
に
お
い
て
、
20

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
石
井
清

嗣
君
の
講
話
「
仏
教
お
も
し
ろ

ば
な
し
」
で
し
た
。
仏
教
、
釈

迦
牟
尼
、
経
典
、
三
蔵
法
師
玄

奘
、
聖
徳
太
子
、
鑑
真
和
上
、

最
澄
、
空
海
に
つ
い
て
の
話
で

し
た
が
、「
般
若
心
経
」
は
僅

か
３
０
０
字
足
ら
ず
の
中
に
、

人
間
誰
も
が
抱
え
て
い
る
悩
み

を
乗
り
越
え
、
安
ら
ぎ
の
境
地

に
到
達
す
る
た
め
の
知
恵
が
凝

縮
さ
れ
て
い
て
、「
利
他
」
と

い
う
言
葉
も
隠
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
懇
親
会
は
、
先

ず
、物
故
者
の
霊
に
黙
祷
し
た
。

平
成
29
年
以
降
、
六
名
が
鬼
籍

に
入
り
、
本
年
３
月
現
在
の
物

故
者
は
１
０
９
名
と
な
り
ま
し

た
。（
同
窓
会
員
は
１
８
５
名

中
）。
乾
杯
の
音
頭
は
倉
戸
照

夫
君
。「
糖
尿
病
の
持
病
が
あ

り
、
毎
月
一
回
の
検
査
を
欠
か

し
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が
健

康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
。」

の
ス
ピ
ー
チ
に
続
き
、「
八
十

路
越
え
同
期
の
集
い
風
薫
る
」

の
一
句
を
披
露
し
、
在
京
高
同

窓
会
差
し
入
れ
の「
花
春
吟
醸
」

に
て
乾
杯
！
し
た
。
真
部
健
雄

君
が
地
元
会
津
の
近
況
報
告
。

小
林
正
一
君
が
春
の
叙
勲
で
旭

中　
澤　
　
　
剛　
記

　

県
立
会
津
博
物
館
学
術
調
査

報
告
書
第
19
集
「
会
津
の
無
尽

の
歴
史
と
変
遷
」
に
市
内
大
手

飲
食
店
の
月
会
合
一
覧
が
添
付

さ
れ
て
い
た
。
料
亭
М
欄
に
五

回
卒
の
磨
い
て
将
来
輝
こ
う
と

始
ま
っ
た「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

発
会
後
50
年
を
超
え
た
。

　

固
定
メ
ン
バ
ー
以
外
に
在
京

や
地
元
同
級
生
の
ゲ
ス
ト
来
訪

も
あ
り
歓
迎
し
て
い
る
。

　

学
年
幹
事
の
栗
木
治
一
郎
君

は
山
鹿
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ

に
精
勤
、
二
度
目
の
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
に
輝
き
、
相
田
八
四

郎
君
、
古
川
実
君
、
古
川
明
君

は
各
菩
提
寺
宗
派
地
域
総
代
会

役
員
と
し
て
汗
を
か
き
、
積
徳

塁
善
、衆
生
済
度
に
余
念
な
い
。

穴
沢
卯
三
郎
君
は
年
々
増
加
す

る
高
齢
長
期
患
者
の
電
子
カ
ル

テ
デ
ー
タ
を
確
認
し
つ
つ
精
神

科
医
療
を
続
け
る
。

　

武
藤
栄
助
君
、
中
澤
ら
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
蔭

で
、
金
賞
続
々
の
会
津
銘
酒
は

味
見
程
度
に
我
慢
し
て
一
病
息

災
。
学
年
同
期
の
栗
城
嘉
明
ら

区
長
委
嘱
を
受
け
汗
を
流
す
方

が
多
数
い
た
が
近
年
減
っ
た
。

　

渡
部
四
郎
君
は
、
高
校
時
代

か
ら
は
想
像
出
来
な
い
郷
土
史

論
文
を
相
次
ぎ
発
表
。

　

吉
田
喜
助
君
、
浜
津
文
雄
君

は
、
家
族
の
健
康
を
優
先
し
て

外
出
を
控
え
る
方
々
も
増
え
た
。

　

第
九
の
会
の
長
老
大
堀
恭
裕

君
は
徳
島
坂
東
や
地
元
で
の
オ

ペ
ラ
白
虎
に
出
演
し
、
美
声
で

現
役
。
佐
藤
孝
夫
君
は
長
年
の

同
窓
会
会
報
委
員
長
を
卒
業
。

　

23
日
の
無
尽
例
会
で
特
別
会

員
の
お
女
将
か
ら
「
12
日
の
６

年
先
輩
の
会
中
五
三
会
も
お
元

気
。
来
年
萬
花
楼
九
十
年
を
一

緒
に
祝
っ
て
ね
」
と
励
ま
さ
れ

て
い
る
。
例
会
ゲ
ス
ト
来
訪
を

ど
う
ぞ
。

日
単
光
章
を
受
章
し
た
こ
と
、

小
堀
貞
君
が
数
年
間
に
亘
っ
て

描
き
た
め
て
い
た
水
彩
画
・
文

集
「
会
津
・
雪
も
の
が
た
り
Ⅱ
」

を
出
版
し
た
こ
と
な
ど
も
報
告

さ
れ
た
。
岸
喜
志
雄
君
が
恒
例

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
は
、
故
郷
会

津
を
偲
び
「
荒
城
の
月
」、
そ

し
て
「
花
は
咲
く
」、「
北
国
の

春
」
な
ど
を
演
奏
し
た
。
カ
メ

ラ
マ
ン
は
、
例
年
ど
お
り
、
佐

久
間
良
平
君
で
す
。
野
崎
邦
俊

君
は
中
国
清
の
時
の
武
術
に
根

ざ
し
た
、
ス
ワ
イ
シ
ョ
ー
と
い

う「
全
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

邪
気
を
発
散
す
る
気
功
法
」
の

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ペ
ー
パ
ー
を

配
布
し
た
。
ス
ワ
イ
シ
ョ
ー
は

簡
単
で
健
康
効
果
抜
群
、
健
康

づ
く
り
に
お
勧
め
で
す
。
中
締

め
は
、
笠
間
亮
君
発
生
で
一
本

締
め
を
し
、
再
会
を
期
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

佐　
藤　
紘　
一　
記

　

三
六
（
サ
ブ
ロ
ー
）
会
は
８

月
15
日
に
八
角
神
社
で
お
祓
い

を
う
け
て
か
ら
、
萬
花
楼
で
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
出
席
者
全

員
に
出
身
中
学
と
高
校
時
代
の

思
い
出
を
一
言
で
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。酔
っ
た
せ
い
か
、

約
束
を
守
ら
な
い
者
も
い
た
が

…
…

　

阿
久
津
景
一
（
一
箕
）

女
装
が
バ
カ
ウ
ケ

　

磯
貝
俊
行
（
若
三
）

三
年
間
、
野
球
が
す
べ
て

　

伊
藤
巌
（
若
一
）

授
業
で
よ
く
立
た
さ
れ
た

　

海
老
ヶ
瀬
義
雄

（
若
二
）

広
木
Ｔ
お
世
話
に
な

り
ま
し
た

　

大
越
康
弘（

若
三
）

病
気
で
苦
し
み
ま
し

た
　

大
竹
誠
（
若
一
）

三
年
間
は
夢
の
中

だ
っ
た
よ
う

　

中
村
洋
一（
若
三
）

八
角
で
七
七
の
齢
祝

う
と
は

　

畑
俊
介
（
若
三
）

同
級
生
な
ぜ
か
数
人

下
級
生

　

林
克
俊（

ザ
ベ
リ
オ
）

数
学
生
物
が
１
０
０

点
で
し
た

　

坂
内
正
嗣
（
神
指
）

再
度
甲
子
園
応
援
に
行
き
た
い

　

丹
野
益
夫
（
若
三
）

喜
寿
迎
え
同
期
集
合
高
校
気
分

　

月
岡
義
明
（
若
三
）

残
り
の
人
生
楽
し
く
有
意
義
に

　

東
篠
一
雄
（
猪
苗
代
）

大
樹
深
根
や
っ
と
親
父
の
年
齢

　

中
村
文
夫
（
本
郷
一
）

砂
利
道
自
転
車
通
学
辛
か
っ
た

　

金
子
聖
亜
（
西
山
）
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•
•
•
•
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•
•
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•
•
•

学
　
年
　
便
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
人
数
は
、

三
五
二
名
で
七
ク
ラ
ス
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
方
々
は
、
同
窓
会
名
簿

等
で
数
え
た
ら
六
十
三
名
で
し

た
。
一
ク
ラ
ス
を
超
え
る
人
数

に
な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
、
育
っ
た
時
代
を
考

え
れ
ば
、
み
ん
な
元
気
に
生
き

延
び
て
お
り
、
丈
夫
に
産
み
育

て
て
く
れ
た
親
に
感
謝
す
る
の

み
で
す
。

　
「
還
暦
の
祝
い
」、「
古
希
の

祝
い
」
も
無
事
に
過
ぎ
、
次
は

い
よ
い
よ
「
喜
寿
の
祝
い
」
を

企
画
す
る
段
階
に
な
り
ま
し

た
。
同
期
会
な
ど
の
会
合
に
集

ま
っ
た
仲
間
の
顔
を
見
る
と
マ

ダ
マ
ダ
元
気
そ
う
で
、
お
酒
も

そ
こ
そ
こ
い
け
ま
す
。

　

会
津
で
は
、
毎
月
25
日
に
同

期
会
が
開
か
れ
、
新
そ
ば
を
食
べ

る
会
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
企

画
を
立
て
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

在
京
組
は
、
故
渡
部
房
之
助

君
が
残
し
て
く
れ
た
年
一
回
の

「
在
京
同
期
会
」
を
今
も
継
続

し
て
ま
す
。
毎
回
約
30
名
の
参

加
が
あ
り
、
お
互
い
の
顔
を
鏡

に
し
て
、
自
分
の
「
今
」
を
確

認
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
期
生
の
出
身
会
社

高
14
回

「
14
回
卒
は
元
気
で
す
」

早
坂　
嘉
朗　
記

　

昭
和
18
年
生
ま
れ
を
中
心
と

す
る
第
14
回
卒
（
昭
和
37
年
３

月
卒
）
は
、
今
年
で
満
75
歳
に

な
り
、
世
に
い
う
「
後
期
高
齢

者
」
族
と
な
り
ま
す
。
卒
業
生

高
19
回

「
合
同
古
希
の
集
い
」

戸
川　
稔
朗　
記

　

去
る
５
月
19
日
、
会
津
若
松

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て

会
高
70
名
、
会
女
48
名
が
参
加

し
「
会
高
・
会
女
19
回
合
同
古

希
の
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
我
々
は
戦
後
生
ま
れ

の
団
塊
の
世
代
で
あ
り
、
卒

業
生
は
会
高
４
８
１
名
、
会

女
５
４
７
名
で
す
。
本
年
の

入
学
生
２
４
０
名
の
倍
で
し

の
保
養
所
を
利
用
し
て
の
「
箱

根
で
の
囲
碁
と
湯
治
の
会
」
も

10
年
来
続
け
て
い
ま
す
。
毎
回

20
名
弱
の
参
加
が
あ
り
、
温
泉

に
つ
か
り
、
お
い
し
い
酒
を
飲

み
囲
碁
と
カ
ラ
オ
ケ
に
熱
中
し

て
い
ま
す
。

　

関
西
同
窓
会
で
は
、
菅
家
君

が
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
六
月
の
京
都
黒
谷
・
金
戒

光
明
寺
で
の
会
津
藩
士
の
法
要

慰
霊
祭
に
参
加
し
、
母
校
後
輩

に
よ
る
剣
舞
奉
納
の
激
励
等
の

支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
会
合
の
際
に
は
、

同
期
生
で
の
二
次
会
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

た
。
住
所
の
判
明
し
て
い
る
会

高
３
０
５
名
、
会
女
３
３
４
名

に
案
内
を
郵
送
し
、
そ
の
う
ち

出
欠
の
返
信
は
が
き
が
送
ら
れ

て
き
た
の
は
３
６
６
通
で
し

た
。
合
同
同
期
会
は
東
京
で
の

開
催
を
含
め
今
回
で
４
回
目
で

あ
り
ま
す
。
司
会
は
元
磐
梯
町

議
会
議
長
の
吉
田
長
政
君
に
お

願
い
し
、
全
国
新
酒
鑑
品
評
会

で
金
賞
を
受
賞
し
た
林
恵
子
さ

ん
（
鶴
乃
江
酒
造
杜
氏
）
の
純

米
大
吟
醸
「
会
津
中
将
ゆ
り
」

で
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
懇
談
に
移
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
で
懐
古
談
や
、
近
況
な
ど
を

語
り
合
い
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
卒
業
以
来
52
年
振
り

の
再
会
の
場
面
が
い
く
つ
も
出

現
し
、
名
札
と
顔
を
突
き
合
わ

せ
握
手
を
す
る
光
景
が
各
所
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
「
は
る
か
」
と

会
女
同
窓
会
制
作
の
「
新
し
い

時
代
を
生
き
た
会
津
の
女
性
た

ち
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
映
写
さ
れ
ま

し
た
。

　

時
間
の
た
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
林
誠
三

郎
中
部
同
窓
会
幹
事
長
の
中
締

め
で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
話
は

尽
き
ず
２
次
会
は
「
三
十
三
間

堂
」
を
貸
切
に
し
、
ワ
ン
コ
イ

ン
で
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
設

け
ま
し
た
。
会
場
を
移
動
せ
ず

南
町
通
り
高た
か
っ
ぱ
下
駄
カ
ラ
カ
ラ
と

　

川
井
功
喜
（
神
指
）

野
球
部
の
練
習
も
暑
か
っ
た
な

　

木
鋤
憲
一
（
一
箕
）

数
学
の
時
間
友
に
ノ
ー
ト
借
用

　

葛
岡
憲
一
（
ザ
ベ
リ
オ
）

あ
れ
か
ら
六
十
年
白
髪
増
え
た

　

小
平
勲
（
若
一
）

高
校
生
の
時
代
に
戻
り
た
い

　

佐
藤
紘
一
（
楢
原
）

三
星
荘
が
俺
を
悪
く
も
良
く
も

　

佐
藤
節
男
（
神
指
）

会
津
高
校
で
良
か
っ
た

　

佐
藤
孝
雄
（
若
三
）

テ
ニ
ス
漬
け
の
日
々
だ
っ
た

　

佐
藤
司
（
若
三
）

仮
装
行
列
で
会
女
生
に
も
て
た

　

佐
藤
洋
（
塩
川
）

端
艇
部
の
教
訓
今
に
役
立
つ

　

齊
藤
英
機
（
若
四
）

修
学
旅
行
京
都
の
夜
の
楽
し
さ

　

鈴
木
正
敏
（
一
箕
）

部
活
な
し
、
滝
沢
峠
の
通
学
路

　

鈴
木
良
助
（
川
桁
）

全
・
ボ
ー
ト
三
位
今
の
健
康
源

　

田
中
四
郎
（
湯
川
）

勉
強
は
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の
み
！

　

高
橋
庄
作
（
門
田
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
毎
日
が
排
球
部

　

番
場
俊
元
（
ザ
ベ
リ
オ
）

天
に
星
地
に
花
会
津
は
三
六
会

　

福
田
徹
（
若
三
）

甲
子
園
に
応
援
に
行
っ
た
な
ぁ

　

宮
崎
禮
二
（
若
四
）

あ
の
頃
の
夢
、
今
も
見
て
い
る

　

室
井
勲
（
若
四
）

稲
刈
り
後
赤
と
ん
ぼ
の
思
い
出

　

吉
川
直
佑
（
若
三
）

栗
村
先
生
に
感
謝
、
お
元
気
に
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「
恒
例
の
望
年
会
」

高
21
回

佐
藤　
孝
一　
記

　

平
成
29
年
12
月
２
日
に
恒
例

の
在
京
会
津
高
21
回
生
の
「
望

年
会
」
を
浅
草
・
魚
眠
荘
で
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
も
40
名
以

上
の
出
席
で
盛
会
で
し
た
。
ま

だ
ま
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
が
、
最
近
の
傾
向

は
同
級
会
に
参
加
す
る
人
が
増

え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
良
い

こ
と
で
す
。
会
は
「
明
治
維
新

の
正
体
」
の
著
者
鈴
木
荘
一
氏

の
講
演
か
ら
始
ま
り
、
自
己
紹

介
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
二
次
会

と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
売
り

上
げ
は
同
窓
会

に
協
賛
金
と
し

て
寄
贈
致
し
ま

し
た
。
会
津
か

ら
現
同
窓
会
会

長
の
新
城
猪
之

吉
君
や
上
野
博

久
君
や
、
19
回

生
の
小
野
彰
先

輩
、
会
女
の
同

期
７
名
に
も
参

加
し
て
頂
き
ま

し
た
。

高
28
回

安
部
井
省
治　
記

　

平
成
29
年
は
我
々
高
校
28
回

卒
の
還
暦
の
年
で
し
た
。
毎
年

５
月
に
行
っ
て
い
る
28
回
卒
有

志
に
よ
る
旅
行
は
、
奮
発
し
て

伊
勢
・
志
摩
観
光
を
11
月
11
日

か
ら
13
日
の
２
泊
３
日
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。伊
勢
神
宮
の
外
宮
、

内
宮
を
回
り
内
宮
で
還
暦
の
御

祓
い
を
し
て
貰
い
、
不
思
議
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
十
干
十
二
支

一
回
り
の
区
切
り
で
参
加
者

10
名
は
、
会
津
か
ら
福
島
空

港
、
伊
丹
空
港
へ
飛
ん
で
、
近

鉄
特
急
で
伊
勢
志
摩
へ
向
い
ま

し
た
。
１
泊
目
は
鳥
羽
国
際
ホ

テ
ル
潮
路
亭
で
、
２
泊
目
は
有

名
な
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
館
で
し
た
。
そ
こ
で
、

サ
ミ
ッ
ト
会
場
を
見
学
し
ま
し

た
が
、
料
理
も
抜
群
で
、
鮑
の

ス
テ
ー
キ
や
国
産
牛
の
ス
テ
ー

キ
な
ど
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　

来
年
は
会
女
と
の
３
回
目
の

合
同
同
期
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
28
回
卒
の
皆
さ
ん
連
絡
が

行
く
と
思
い
ま
す
が
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

「
伊
勢
神
宮
で
還
暦
の

御
祓
い
」

の
２
次
会
は
好
評
で
し
た
。
い

つ
の
間
に
か
古
希
と
な
り
、
次

の
会
の
開
催
を
望
む
声
も
出
て

い
ま
す
。
開
催
に
協
力
頂
い
た

在
京
同
窓
会
の
廣
田
・
小
野
君

た
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

元
気
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

高
24
回

「
柳
津
会
津
会
会
長
を
祝
う
」

同
級
生
だ
け
の
宴
（
う
た
げ
）

穴
澤　
耕
二　
記

　

会
津
会
は
明
治
45
年
に
創
立

さ
れ
た
会
津
松
平
家
を
核
と
し

た
歴
史
あ
る
会
で
す
。
同
級
生

の
中
で
も
群
を
抜
き
活
躍
し
て

い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ
さ
イ
チ
」
の

キ
ャ
ス
タ
ー
柳
澤
秀
夫
君
が
そ

の
第
８
代
会
長
に
就
任
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
そ
の
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
18
日
に

創
業
九
十
年
の
老
舗
割
烹
・
萬

花
楼
に
同
級
生
が
40
名
も
参
集

し
ま
し
た
。
同
級
生
の
さ
ら
な

る
活
躍
と
〝
も
う
少
し
頑
張
ろ

う
で
は
な
い
か
！
〟
と
い
う
願

い
を
込
め
た
交
流
会
で
す
。
柳

澤
君
は
会
津
藩
の
末
裔
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
長
の
要

職
も
朝
（
あ
さ
）
飯
前
で
こ
な

し
、「
あ
さ
イ
チ
」
に
大
抜
擢

さ
れ
た
秀
才
で
す
。

　

こ
の
企
画
は
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
開
業
医
の
鈴
木
毅
先
生
を
頭

に
新
潟
経
営
大
学
講
師
の
浅
川

啓
一
先
生
、
そ
し
て
事
務
局
に

会
津
地
区
経
営
者
協
会
の
小
生

穴
澤
で
「
発
起
人
三
人
会
」
を

結
成
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た

よ
う
で
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
に
は
会
津
松
平

家
14
代
当
主
の
松
平
保
久
氏
よ

り
葵
の
紋
所
の
入
っ
た
書
簡
に

て
お
言
葉
を
賜
り
（
同
級
生
の

間
で
は
御
宸
翰
と
噂
す
る
も
の

多
し
）、
結
び
に
殿
か
ら
「
皆
々
、

益
々
忠
勤
に
励
め
よ
」
の
激
励

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
目
頭

を
熱
く
し
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

学
　
年
　
便
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•



24

 

ゴ
ル
フ
大
会

　

ゴ
ル
フ
大
会
恒
例
日
、
連
休
後
半
の
５
月
５
日
五

月
晴
れ
の
中
、
棒
と
丸
い
物
さ
え
あ
れ
ば
ス
イ
ン
グ

し
た
く
な
り
、
大
地
に
穴
が
開
い
て
い
れ
ば
入
れ
た

く
な
る
ゴ
ル
フ
大
好
き
な
182
名
の
多
数
の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
仰

ぎ
第
10
回
の
記
念
大
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ペ
で
気
心
知
れ
た
同
期
で
の
ラ
ウ
ン
ド
を
、
皆
様
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
々
高
27
回
の
面
々
は
２
回
目
の
幹
事
学
年
と
な
り
、
太
田
幹

事
長
の
お
力
を
仰
ぎ
準
備
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
皆
様
各
企
業

様
か
ら
は
多
数
の
賞
品
を
ご
協
賛
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
了
後
の
中
の
島
で
の
表
彰
式
も
盛
大
に
開
か
れ
、
今
年
は
特

別
に
参
加
者
全
員
で
く
じ
引
き
の
上
、
新
城
会
長
の
抽
選
に
よ

り
第
10
回
記
念
特
別
賞
の
PET-

CT
検
査
診
察
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
も
30
位
以
上
と
特
別
賞
の
み
の
読
み
上
げ
と
し

て
、
皆
さ
ん
で
ゆ
っ
く
り
歓
談
で
き
る
時
間
を
優
先
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
年
は
女
性
の
参
加
者
が
お
ら
ず
、
来
年
こ
そ
女
性

の
同
窓
会
生
が
皆
に
交
じ
っ
て
ラ
ウ
ン
ド
す
る
姿
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
各
部
門
に
お
け
る
役
員
の
方
々
や
、
参
加
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
い
大
会
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　

ゴ
ル
フ
部
門
は
昨
年
以
上
の
182
名
の
参
加
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
囲
碁
部
門
に
は
25
名
の
参
加
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

　
　
　

渡
部
恒
三
さ
ん
も
出
席
し
て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
将
棋
部
門
に
は
、
９
名
の
参
加
で
し
た
が
、

　
　
　
　

今
年
は
二
十
代
か
ら
２
名
の
参
加
者
が
お
り
、
し
か
も
、
恩
師
達
を
な
ぎ
た
お
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
企
業
か
ら
た
く
さ
ん
の
商
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

お
か
げ
さ
ま
で
表
彰
式
と
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
10
回
ゴ
ル
フ
大
会
・
第
９
回
囲
碁
大
会
・
第
７
回
将
棋
大
会

「
会
長
杯
」

　

今
後
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
益
々
隆
盛
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

畔
越　
大
輔
（
高
27
回
）
記

個
人
優
勝

第10回「会長杯」ゴルフ大会成績

　個人優勝

　団体優勝

　10 周年特別賞

　一條敏武（高 19 回）

　高 19 回

　（一條敏武・大桃清蔵・吉田長政）

　（竹田綜合病院協賛ＰＥＴ）

　　目黒啓之（高 40 回）

団体優勝　高19回
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対局中の渡部恒三氏（右）と齊藤正之氏

 
囲
碁
大
会

　

今
年
も
、
盤
上
に
頭
脳
の
火
花
が
飛
び
散
っ
た
。

五
月
五
日
、会
中
・
会
高
同
窓
会
囲
碁
大
会
が
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
中
の
島
で
開
催
さ
れ
た
。
近
々
九
〇
歳
の
松

本
肇
氏
（
中
五
一
回
）、
会
津
の
黄
門
様
こ
と
渡
部
恒
三
氏
（
高

三
回
）
を
は
じ
め
二
五
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は

戸
川
稔
朗
（
高
一
九
回
）
副
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

試
合
は
、
四
段
以
上
の
Ａ
ク
ラ
ス
と
三
段
以
下
の
Ｂ
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、
ス
イ
ス
方
式
に
よ
り
順
位
を
決
定
。
通
常
の
置
石
の
ほ

か
、
逆
コ
ミ
三
目
半
と
い
う
上
手
に
苛
酷
な
ハ
ン
デ
戦
で
あ
る
。

　

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
は
、
ハ
ン
デ
戦
に
も
拘
わ
ら
ず
、
八
段
の
杉
原

一
成
氏（
高
二
六
回
）。昨
年
に
続
き
二
連
勝
。県
ア
マ
囲
碁
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
実
力
者
は
格
が
違
う
。
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
は
、
三
段
の

戸
川
兼
一
氏
（
高
二
〇
回
）。
現
在
、
新
店
舗
建
設
中
に
つ
き
勝

利
の
女
神
の
開
店
祝
い
か
？

　

熾
烈
な
戦
い
の
後
は
、
将
棋
の
部
と
合
同
で
、
表
彰
式
と
な
り
、

新
城
猪
之
吉
（
高
二
一
回
）
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
成

績
発
表
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
懇
親
会
に
入
り
盃
を
酌
み
交
わ
す
な
か
で
同
窓
生
の
交
流

が
深
ま
っ
た
。

　

紅
一
点
の
久
力
奏
音
（
高
六
一
回
）
副
幹
事
長
が
司
会
を
担
当

し
、
審
判
長
は
前
述
の
杉
原
一
成
氏
で
し
た
。
同
窓
会
役
員
を
は

じ
め
、
数
多
く
の
賞
品
を
ご
提
供
下
さ
っ
た
同
窓
生
の
協
賛
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
総
監
督
兼
率
先
実
働
要
員
の
千
葉
宏

（
高
八
回
）
先
生
の
ご
尽
力
に
も
深
謝
い
た
し
ま
す
。
実
行
委
員

長
皆
川
義
男
ほ
か
、
川
島
道
雄
、
古
宮
正
雄
、
福
西
宜
孝
の
高
校

一
九
回
卒
が
お
手
伝
役
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、「
ま
だ
還
暦
を
迎
え
な
い
若
手
」
の
参
加
に
期
待
！

福
西
宜
孝
（
高
一
九
回
）
記

囲　
碁　
成　
績　
上　
位　
者

Ａ
ク
ラ
ス
（
四
段
以
上
）
一
四
名
参
加

優
勝

準
優
勝

三
位

四
位

五
位

氏　

名

杉
原
一
成

金
澄　

卓

稲
田
盛
夫

皆
川
義
男

万
波
憲
一

段
位八六七五四

卒　

業

高
二
六
回

高
二
四
回

高
七
回

高
一
九
回

高
二
五
回

氏　

名

戸
川
兼
一

平
出
達
朗

真
壁　

正

穴
沢
卯
三
郎

渡
部
恒
三

段
位三三初三初

卒　

業

高
二
〇
回

高
三
回

高
二
回

高
五
回

高
三
回

Ｂ
ク
ラ
ス
（
三
段
以
下
）

一
一
名
参
加

特
別
賞
（
祝
卒
寿
）　　
　
　

松
本　

肇　
　
　
（
二
段　

中
五
一
回
）

会場風景 Ａクラス優勝者・杉原一成氏
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将
棋
大
会

　

５
月
５
日
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中
の
島
に
て
将
棋
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
昨
年
、
初
め
て
出
場

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
が
２
回
目
で
す
。
前
回
は
同
世
代
の
方

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
高
木
厚
成
さ
ん
（
高
60
回
）
が

加
わ
り
、
二
十
代
が
２
名
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
は
午
前
中
か
ら

昼
食
を
挟
ん
で
計
５
局
指
し
て
勝
数
を
競
い
、
そ
の
後
に
囲
碁
大

会
と
合
わ
せ
て
表
彰
式
及
び
懇
親
会
を
行
う
と
い
う
流
れ
で
す
。

私
は
高
木
さ
ん
に
負
け
て
４
勝
１
敗
で
Ａ
ク
ラ
ス
３
位
と
な
り
、

高
木
さ
ん
は
５
戦
全
勝
で
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
と
懇
親
会

を
通
し
て
、
高
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
千
葉
宏
先
生
（
高
８
回
）

と
神
山
広
志
先
生
（
高
20
回
）、
子
供
の
頃
に
将
棋
大
会
で
お
世

話
に
な
っ
た
佐
藤
中
一
先
生
（
高
３
回
）
を
含
め
た
く
さ
ん
の
方

と
お
話
し
し
、
存
分
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な

お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ら
れ
る
の
が
将
棋
の

良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
同
窓

会
将
棋
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
も
続
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

後
日
談
で
す
が
、
７
月
に
行
わ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
名
人
戦
福
島

県
大
会
新
規
戦
（
三
段
以
下
の
部
）
で
優
勝
し
、
９
月
に
東
京
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
な
お
、
準
決
勝
と
決
勝
の
観
戦
記
が
９
月
下
旬
～
10
月
上

旬
頃
、
福
島
民
友
新
聞
に
掲
載
予
定
の
た
め
、
興
味
の
あ
る
方
は

ご
一
読
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

（
山
口　
公
康
（
高
62
回
）
記

平成30年会高同窓会「会長杯」協賛企業様一覧
ご協賛に感謝申し上げます。

会津天宝醸造㈱
㈱会津磐梯カントリークラブ
会津ヤクルト販売㈱
㈴畔越商店
会津交通株式会社
会津商工信用組合
會津通運㈱
㈲あいづ松川
㈱会津コンタクト
会津酒造㈱
会津村
㈱会津ガラス
㈱安西商会
いしかわ歯科医院
稲川酒造店
えんどうクリニック
㈱エナジー
大関家具店
大塚漆器店
株式会社　顕幸
㈱幸楽苑ホールディングス
コロナメンテナンス㈱
㈱斉藤カメラ店

さくらクラブ
㈱サポートワンあいづ
白井酒造
新栄食品㈱
㈱翔榮
末廣酒造㈱
鈴善漆器店
ゼビオコーポレート㈱
セブンイレブン会津西七日町店
セブンイレブン会津高瀬店
ソースカツ丼の店　なかじま
㈴高砂屋商店
一般財団法人　竹田健康財団
タカラ薬局
高橋庄作酒造店
ダイハツ福島㈱
鶴乃江酒造㈱
㈱塚原金物
㈱東邦銀行
名倉山酒造㈱
㈱二丸屋山口商店
ネッツトヨタ郡山㈱
ネッツトヨタノヴェルふくしま㈱

花春酒造㈱
林合名会社
坂下清掃㈲
磐梯酒造店㈱
合資会社廣木酒造本店
ベストゴルフ若松
丸果会津青果㈱
松浦商事㈱
㈱丸庄工務所
丸善商事㈱
㈲米夢の郷
㈲毎商会津
㈲峰の雪酒造場
八ツ橋設備㈱
山本商事㈱
㈲吉田工業所
㈱リオンドールコーポレーショシ

( 敬称略・順不同 )

第10回「会長杯」将棋大会成績

　Ａクラス優勝

　Ｂクラス優勝

　高木厚成（高 60 回）

　神山広志（高 20 回）

個
人
優
勝

Ｂクラス対局風景 司会・久力奏音副幹事長
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　事の始まりは市役所に入庁してからである。冬にチョッとかじったスキーで他県のスキー場まで足を延
ばすような、楽しむスキーをしていた。職場でスキークラブを創ることになり図らずもコーチとして参画
することと相成ったのである。
　相手に伝えるために自ずと練習をすることとなり、平成８年には山形県蔵王スキー場で指導員の資格取
得もした。
　あれから 22 年、細々とアルペンスキーの指導員をしていたが、ある時「ネイチャースキー」なるもの
に目が留まり、興味のまま研修会に参加した。これが目から鱗で、競わずにゆっくりと野山に身を置き自
然の恵みを感じる至極の時間を経験した。冬の野山を駆け巡った経験のある方には説明は無用と思う。言
うなれば「冬のピクニック」なのである。
　背中のリュックにはチョコレート・クッキー・果物・おにぎり・水などの軽食や保存食を入れ、防寒に
配慮しながら地図・コンパス・双眼鏡・ロープなどを持ち、スキー場外での活動である。
　いざという備えの必要な場合もあるが、裏磐梯にある休暇村などはコースが設定されており迷うことも
なく安全に歩くスキーを楽しめる。現在はネイチャースキー部長を仰せつかっている。
　私たちの活動で毎年恒例となっているのは裏磐梯爆裂火口東尾根にある厳冬期限定のイエローフォール
詣である。氷瀑ゆえ２月上旬から下旬にかけてが見頃である。裏磐梯スキー場のリフトを降りて山へ入り、
凍った「銅沼（あかぬま）」を心地よく滑走し（一部に危険あり）右手に活発な水蒸気の噴出を確認しなが
ら「もういいでしょう。」と登り切った所に見えてくる。
　イエローフォールは地中の硫黄分や鉄分を含んで地下水が表出し凍ったもので普段は黄色い。平成 29
年は珍しくホワイトフォールも出現した。往復３時間程度で別世界が楽しめる特別なツアーである。我々
はスキーを履くのが商売であるが、スノーシュー（西洋かんじき）を履く登山家の姿も多い。氷瀑にて喉
を潤し、クッキーやチョコレートでエネルギーを補充して下山する。ほとんどがクロスカントリーの板裏
にうろこ状の刻みがあるだけで、エッジもなくターンは不得手である。しかし、そこは、テクでカバーし
て無事レストハウスへもどっていただく。研修会に参加すれば、桧原湖に降りて氷上ツアーやワカサギ釣
りを体験し夜の座学に向かうコースもある。
　ネイチャースキー部の夏季研修会では、皆さんご存知のデコ平（グランデコスキー場）や猫魔ヶ岳や雄
国沼を散策したり、三島町の志津鞍山、磐梯山なども訪ねている。
　現在ネイチャースキー部員はクロカン競技やアルペン指導者の中でも自然を愛しスキーで冬を楽しむ者
の集う所である。最近では中学校へ出向いて講習・検定も行っている。県連認定のネイチャースキー技能
検定資格もある。
　冬の厳寒期に外で過ご
すことなど考えにくいも
のであるが敢えてご提案
をしたい。Gaia（地球）
の一部である私たちは春
夏秋冬を通じ自然の営み
を見つめることが必要で
あると思う。「小さい火
は人を温めるが、大き過
ぎる火は生活を破壊する」
と、どこかで聞いたこと
があるが、冬は人の非力
であることを痛感すると
共に生きていることを実
感する良い機会でもある。
雪上の動物の営みである
足跡やリスによる「エビ
のしっぽ」を見つけてみ
てはいかがか？
　驚きと発見はすぐそこ
の裏山にこそある。
　　　　　　　　　妄語多謝

～裏山への誘い～ 林　　　敬　宰（高 27 回）

林　敬宰　プロフィール
1957. ２（昭和 32 年２月）生まれ　日新小・二中・会津高・弘前（農）卒業
1979. ４（昭和 54 年４月）会津若松市役所入庁（土木職）
2017. ３（平成 29 年３月）定年退職（2018. ３再任用終了）
現　福島県スキー連盟教育本部理事　ネイチャースキー部長
　　東山地区天寧区長
　　会津弘大会幹事

•••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••
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学
ぶ
べ
き
先
人

「
小
林
栄
」
先
生
の
こ
と

会
津
高
校
同
窓
会 

会
長

新　

城　

猪
之
吉

（
高
21
回
）

　

平
成
30
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
発
表

に
な
っ
た
。
福
島
県
な
ら
び
に
会
津
の
成
績
は
大
変

厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

各
方
面
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
日
新
館
の

流
れ
を
く
む
会
津
の
子
供
達
の
教
育
が
こ
れ
で
良
い

わ
け
が
な
い
。
会
津
の
教
育
界
の
腐
心
と
一
層
の
努

力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
ど
う
せ
な
ら
日
本
一
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。
日
本
酒
も
30
年
前
は
最
低
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

と
、
各
蔵
の
努
力
で
日
本
一
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
や
れ
ば
で
き
る
！

　

こ
こ
で
我
が
会
津
の
誇
る
偉
人
、
野
口
英
世
を
育

て
た
小
林
栄
先
生
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　

先
生
は
１
８
６
０
年
、
猪
苗
代
に
生
ま
れ
、
福
島

師
範
学
校
を
卒
業
後
、猪
苗
代
小
学
校
に
勤
務
し
た
。

先
生
が
29
歳
の
時
、
13
歳
の
英
世
と
出
会
っ
た
。
そ

の
後
彼
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
高
等
小
学
校
へ
の
進

学
を
す
す
め
、
親
代
わ
り
と
な
っ
て
育
て
た
。
そ
の

先
生
の
熱
意
が
あ
っ
て
、
英
世
は
医
者
に
な
る
べ
く

勉
学
に
励
み
20
歳
で
医
者
に
な
っ
た
。
会
津
若
松
で

の
勉
強
中
に
会
津
中
学
一
期
生
の
写
真
の
中
に
英
世

が
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

小
林
栄
先
生
は
35
年
間
の
教
員
を
辞
め
た
後
、
猪

苗
代
日
新
館
を
創
設
し
猪
苗
代
近
辺
の
子
供
達
の
教

育
活
動
に
い
そ
し
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
そ
の
学
校
は

現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、
全
て
の
基
本
は
人
材
育
成

だ
と
し
た
先
生
の
生
涯
は
偉
い
。
そ
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
地
方
産
業
振
興
を
目
指
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
猪
苗
代
版

と
し
て
「
地
方
村
是
の
歌
」
と
い
う
も
の
を
残
し
た
。

　

１　

風
光
明
媚
で
肥
沃
な
大
地
で
あ
る
こ
の
地
を

よ
く
耕
し
て
実
り
豊
か
な
場
所
と
し
て
独
立
自

営
し
な
さ
い
。

　

２　

農
蚕
の
道
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、
果
樹
栽

培
も
す
す
め
、
村
の
名
を
揚
げ
て
独
立
自
営
し

な
さ
い
。

　

３　

勤
勉
貯
蓄
を
し
て
朝
夕
家
業
を
怠
ら
ず
独
立

自
営
し
な
さ
い
。

　

４　

色
々
と
困
難
な
こ
と
も
起
き
る
。
そ
の
時
は

組
合
を
作
り
お
互
い
に
助
け
合
い
独
立
自
営
し

な
さ
い
。

　

５　

人
材
育
成
の
た
め
の
学
校
等
つ
く
る
為
に
貯

金
植
林
等
を
し
て
基
金
作
り
を
し
、
独
立
自
営

し
な
さ
い
。

　

６　

山
に
は
植
林
を
し
、
す
べ
て
地
を
耕
し
、
文

明
の
利
器
等
を
使
い
、
楽
し
く
農
業
し
て
独
立

自
営
し
な
さ
い
。

　

７　

村
の
進
歩
の
た
め
に
青
年
会
や
品
評
会
等
を

行
い
、
老
幼
男
女
分
け
隔
て
な
く
勉
強
し
合
い

独
立
自
営
し
な
さ
い
。

　

８　

先
祖
を
敬
い
家
族
仲
良
く
、
幸
多
い
村
と
な

る
よ
う
独
立
自
営
し
な
さ
い
。

　
（「
小
林
栄
」
書
中
の
〝
地
方
村
是
の
歌
〟
を
要
約
）

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
行
政
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も

伺
え
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
先
生
だ
っ
た
か
ら
偉
人

野
口
英
世
が
育
っ
た
の
だ
ろ
う
。
会
津
に
は
、
ま
だ

ま
だ
学
ぶ
べ
き
先
人
が
い
る
。

平成29年度　同窓会総会
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会
報
48
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
回
も
同
窓
生
各
位
の
活
動
状
況
を
中
心
に
現

在
の
学
校
の
様
子
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
先
日
学
而
会
出
版
委
員
会
か
ら

依
頼
さ
れ
て
高
校
時
代
の
思
い
出
を
話
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
昭
和
33
年
か
ら
36
年
ま
で
の
三

年
間
、
我
々
が
会
津
高
校
で
過
ご
し
た
日
々
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
今
の
自
分
の
考

え
方
や
行
動
や
趣
味
が
高
校
時
代
に
起
因
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
考
え
て
み
ま
す

と
、
多
感
な
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
多
く
の
同
窓

生
に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
同

窓
会
に
集
い
、
自
己
確
認
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
な
ど
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
我
々
の
「
根
っ
こ
」
に
も
当
て
は
ま

る
在
校
生
や
現
職
の
方
々
か
ら
、
現
在
の
会
津
高

校
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
七
年
連
続
金
賞
の
合
唱
部
を
は
じ
め

と
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
学
而
出
版
委

員
会
や
ア
メ
リ
カ
研
修
を
し
て
き
た
齋
藤
さ
ん
の

報
告
な
ど
、
躍
動
し
て
い
る
在
校
生
の
姿
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
過
ぎ
去
っ
て
か
ら
気
付
く

こ
と
の
多
い
人
生
で
す
が
、在
校
生
諸
君
も
将
来
、

「
あ
の
高
校
時
代
が
良
か
っ
た
。」
と
言
え
る
よ
う

な
日
々
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

貴
重
な
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
同
窓

生
は
勿
論
、
広
告
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

企
業
に
も
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員
長

　

佐　

藤　

紘　

一
（
高
13
回
）

編　

集　

後　

記

平成29年「やすらぎの碑」献花祭に参加された方々

平成29年　総会における懇親会風景 平成30年　会報編集作業中

印
刷
所　

㈱
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八
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〇
二
四
二
―
二
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四
一
二
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四
二
―
二
二
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四
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